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            午前９時３２分 開議 

○議長（宮地章一君） 改めまして、皆さんおはようございます。 

 ただいまより平成２４年第２回四万十町議会定例会第７日目の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第１ 一般質問を行います。 

 一般質問は発言通告書受付順に従い、発言を許可することにします。 

 ５番中屋康君の一般質問を許可します。 

 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 改めまして、おはようございます。 

 許可をいただきましたので、質問を始めさせていただきます。 

 先ほど来の事前の報告のあったとおり、今日は台風の４号の接近ということで、進路上

にあるということで大変心配をしながらということでありますが、大過なく通過すればい

いかなということで念じておりながらの質問を始めたいと思います。 

 今回私は３件ほど質問を、通告を申し上げておりまして、まず１項目目については職員

の適正配置計画、それから並びに人事交流、あるいは人事の制度について通告をさせてい

ただいております。 

 平成１８年３月の合併でございましたので、６年が経過をいたしました。合併後の翌１

９年に第１次四万十町の総合振興計画というものが策定をされまして、これによりまして

本町の山と川と海という恵まれたその自然の中に、人が元気になる四万十町を目指そうと

いうことで本町のキャッチフレーズと言うんでしょうか、総合の振興を図っていこうとい

うことで策定をされたわけであります。 

 その取組を推進するということで大変重要な部分としては、やはりその骨格は健全なる

財政であるということであろうと思いまして、新町となった以降、行財政改革を進める第

１次行財政改革大綱というのが策定をされました。平成１９年から数えますと５年目とい

うことで、５年のスパンということで第１次ということが終わろうという今段階にあろう

かと思います。 

 この第１次の段階を終えて、実績と評価と反省を踏まえてということで、今後５年間の

第２次という基本計画を先達てご提示をいただきましたので、本日、そういうことも絡め

て、まず行政改革、行財政改革の取組という最重要課題である職員数の適正化ということ
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について、まずいろいろお尋ねをしたいということで、質問を始めていきたいと思いま

す。 

 議員数の適正化、職員数の適正化です、失礼をしました。先般５月でございましたが、

私どもの、これは「四万十町議会だより」ということで出しておりまして、この最終ペー

ジに「ありゃどうなっちゅうぜよ」というコーナーがございます。合併効果、職員数はど

うなるということで、ある一定の経過をもとに職員数の適正化を表示してありまして、概

ね町民の皆さんお目を通していただいておりますので、あらかた今までの５か年の成り行

きというのが把握をされているとは思うわけでありますが、なお本日これに絡めて執行部

のほうから具体的なお話を聞けたらということであります。「ありゃどうなっちゅうぜ

よ」という議会だよりを見ながらということでまいります。 

 蛇足になりますが、この議会だよりは最近非常にスタンス・スタイルを替えましたの

で、皆さん既にお目を通していただいておると思いますが、非常に読みやすく、我々編集

委員も勉強しながら、視察もしながらつくり上げておりますので、なお今回変わっている

ということも、どうぞ目を通していただいたらありがたいなと思っております。ちなみ

に、「四万十町通信」というのも今日持ってきておりまして、発行元が企画課さんであり

ますので、我々のターゲット、こちらを抜くと、追い越そうということでやっております

ので、どうぞひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 そういうことでありまして、今までの経過を、推進状況、それから削減の効果といった

ところを、それから今後の計画も含めて町長のお考えをまずは伺っていきたいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） お答えを申し上げます。 

 職員数につきましては、合併前の平成１７年４月では、この「議会だより」にもありま

すように、全職員数、これは教育長も含めてですけれども、３７０名でございました。そ

れが現在の平成２４年４月では３０６ということで、６４人が減というふうになっており

ます。 

 人件費について申し上げますと、職員に係る全人件費、共済費とか退職手当組合の負担

金とか入れた人件費すべてでございますけれども、平成１７年度では全会計で２９億１，

５００万であったものが、決算の出ております平成２２年度決算になりますけれども、全

会計で２５億６，５００万ということで、３億５，０００万が減というふうになっており
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ます。 

 今後の計画につきましては、２３年度に策定をしました第２期の四万十町定員適正化計

画というのがございまして、それが平成２８年４月までの計画になっておりますけれど

も、そのときの職員数を２９６人というふうに計画をしておりまして、合併前と比べる

と、２８年４月１日には７４人を減にするという計画を立てておるところでございます。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） お答えをいただきました。 

 この「議会だより」にも書いておる内容とほぼ同じような内容でありまして、削減効果

というのはあるということであります。 

 この計画にのっとって今後も進めていくということでありますので、今後の第２次の行

財政大綱計画に沿った形で進められるということでありますが、後ほどこの関係につい

て、スリム化ということの名題でまたお尋ねもしたいとは思いますが。 

 ちょっと話を転じるんですが、町長はこの４月に職員異動を行われました。定期異動で

あります。町政を担ってから３回目、確か臨時も含めて３回の異動を実施されたというこ

とだと記憶をしておりまして、町長が町政を担ってから、平成２２年でございましたので

２年目と。 

 今回どのような、今回の４月の異動が、どういう視点を置いて職員異動をされたのかと

いうことと、また、職員の適正配置という、先ほど触れましたが、行政サービスを堅持し

ていくということになりますと、スリム化にも最終的には限りがあるというわけでありま

すので、職員数をどこまで抑えていくのか。あるいは今回政策監ポストという廃止も決め

られたようでありますので、当然備わってくるのは組織の機構の統合化整備、あるいは部

署の統合整備といったことも、そういう考えも出てこようかと思っております。近い将来

新しい庁舎ができまして、部署もいろいろ町長の腹の中ではお考えだと思うわけでありま

すが、そういう関連も含めて、近年とりわけ話題に上る教育分室のあり方なんかもあると

思いますので、具体的な構想ですよね。今からそういう、今回の職員異動も含めて、今後

の職員の配置も含めて、部署のあり方等、町長の今のお考えを、忌憚ない考えをお聞かせ

願ったらと思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 議員さんのお話にありましたように、平成２２年に町長に就任を

させていただきましてから３回職員の人事異動を行ったところでございますが、私の人事
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異動を行う基本的な考えというのは、やはり職員の適材適所の配置であろうというふうに

思っております。職員にすれば自分がこの職へ行きたい、それが天職ではないかというふ

うに考えておる職員も多いわけですけれども、なかなかそういった職員の思いを全部かな

えることも難しいわけでして、職員の皆さんには、自分の思いとは違った職場のほうで働

いてもらっておる職員も多いところではございますが、自分の考えとすれば、政策課題の

解決、推進、そういったとこを見据えながら、それに対する適材適所の人事異動を行って

いるところであります。 

 それともう一点は、やはり次の世代、行政の次の世代を担う人材の育成も１つは視野に

入れながら行っているところでございまして、その２点を基本的な考え方としておりま

す。 

 職員の配置につきまして、先ほど総務課長のほうからも報告がありましたけれども、行

財政改革の中での職員の減、職員の人件費の削減ということについては、概ね順調に計画

どおり進んでいるというふうに思っております。 

 ただ合併当時、十和・大正の総合支所については合併後１０年、あるいは新しい役場が

完成をした時点で支所にするという当初の考えもありまして、そこの人員を大幅に削減を

できるという計画もあったかと思いますが、やはり大正・十和、これだけ広い四万十町の

区域を見てみれば、どうしても大正・十和地域につきましては防災、それと行政サービ

ス、そういったある一定の機能を持たせて、それと地域振興機能を持たせて、それぞれの

地域の実情に合った行政を展開するということも必要であろうという思いのもとで地域振

興局の設置を計画しているところでございます。それにつきましては、庁舎が２６年３月

に完成をいたしますので、２６年４月、早ければ来年の４月から試験的にも取り組んでみ

たいと思っておりますが、それを１つのめどとして地域振興局の設置も考えてるところで

ございまして、そうなれば大正・十和の人員削減という面から見れば若干計画から狂って

くるのではないかなというふうに思っているところでございます。 

 職員全体の数を抑制するという面から見ればこれからアウトソーシング、そういった業

務委託できるものについては積極的に進めていって、できるだけ人件費を削減したいとい

うふうに思っておりますけれども、先ほど申しましたような状況もございまして、一定の

枠内の職員数は確保はすべきではないかなという思いもあるところでございます。そうい

う思いもしながら人事異動を行ってきました。 

 職員のレベルのアップということから考えれば、国や県の機関へも積極的に職員を派遣
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して、研修もさせていきたいという思いもございますけれども、なかなかこれだけ職員も

減ってきて、業務の内容も業務の量が変わらんということになれば、そういったところへ

職員数を削減すれば、非常にいろんな面で無理も出てきますので、実際のところ国・県の

機関へ派遣をしたいという思いはありますけれども、なかなかできないのが状況でござい

ます。適材適所、次世代の人材育成、そういった思いを基本にしながら、これからも人事

異動は行ってまいりたいというふうに思っております。 

 それと政策監ですけれども、政策監の考え方につきましては、その時々の政策課題の解

決、重要な政策課題の解決に向けて集中的に取り組んでいただくということで政策監を置

いているわけでございまして、それが、一旦置いた政策監を永久に置くというものではな

い、そういった考えでおります。各部署の連携、調整、そういったものも政策監行いなが

ら政策課題の解決に向けて行っていくわけでございますが、政策監については、今後もそ

の時によって出てきた課題に対して必要とあれば政策監を配置をしてまいっていきたいと

思っております。そういうことで努めてまいります。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 町長から忌憚のない今の気持ちをお聞かせいただいたんですが、適

正配置については順調良く行ってるということで、将来的にも今の状況が続けばというこ

とで、お考えでありますので、それはそれで承っておきますが。 

 また、地域振興局という局も新たにできるということでありますので、大正・十和にあ

る今の総合支所のあり方について、幾分含みを持った職員配置のお考えもあるようですの

で、言わば適時というか、時期に応じたやはり職員配置がなければ、やっぱり行政サービ

スというのは成り立っていかないと思いますので、やみくもにスリム化をしていくと、進

んでいって行政サービスがおろそかになるということも相成りませんので、やはりどこか

でやっぱり立ち止まって、振り返るということも大事だと思いますので、そのあたりを含

みとしてお考えをいただいたらというわけでありますが、町長のご意見のとおり、やはり

政策課題をしっかり進行していくというのは職員さんでありますので、職員さんの適材適

所ということが一番の命題になると思います。 

 今回みたいな異動に伴う人事交流というのは、合併後の３町村の一体化を図るというこ

とで、大変この人事交流については恐らくここ数年は町長としても腐心をされて異動を考

えておられるということで承っておるわけですけれども、今後の配置・異動の考え方とい

うのはやっぱり現場重視の人事配置ということもお考えをいただくということで、やはり
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最近よく耳にするのは、各地域の出身の職員さんが非常に皆無になった場所があるという

ことで、町民の皆さんからすると「気持ちの思いが届きにくい」というご意見もあります

ので、そのウエートですよね。要するに人事交流して平準化していくことも大切でありな

がら、やはり地域の実情を把握できるような職員さんもある一定はしっかりその基本とし

て置いていくということも考えの中に置かれておいたほうが、よくよく耳にする話であり

ますので、この機にちょっと駄弁ながらこのような話を出しておきたいと思います。 

 それから、あるいは幅広い視野を持たすということで、いろいろ職員さんも勉強しても

らわないかんということもあると思いますので、研修大変重要だと思いますので、そうい

う研修の場面も構えていくということも重要であろうかないうことであります。 

 そんなことを考えて、いろいろ考えてのことだと思いますが、最近人事制度ということ

で、人事考課制度というのが採用されて、導入されておるということで耳にしております

ので、この人事考課制度が導入・実践をされておりましたら、今どういう状況なのかをお

聞かせを願ってからのお話にしたいと思いますが、いかかでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） お答えを申し上げます。 

 旧３町村間の人事交流の関係でございますけれども、合併当初の１８年度には２４人が

旧町村の出身でないところの本庁なり支所なりに勤務をしておりました。それが徐々にそ

の数、議員さんもおっしゃられましたけれども、当初は積極的な地域間交流も行いまし

て、職員もそれぞれの地域を知って、四万十町の一体感というものを醸成するという意味

において積極的に人事交流を行おうとしてきたわけですけれども、徐々に増えまして、平

成２２年度が一番多かったわけですけれども、そのときには７０名の職員が人事交流を行

っていたわけです。ただ、議員さんおっしゃられましたように、地元出身の職員が少なく

なって「相談とかがしにくい」というような声もあったことから、現在平成２４年につき

ましては５３人というふうに若干減少しておるところでございます。 

 今後は新庁舎建設等によって機構の見直しも積極的に行っていくわけですけれども、合

併１０年が間もなく近づいてくるわけですので、旧町村の出身職員という考え方もだんだ

ん一体化してくるということはあると思いますが、今後そういう状況を見ながら対応をし

ていくということで行きたいと思っております。 

 それから、人事考課制度でございますけれども、平成２２年度より試行を開始しまし

た。それで予定としましては、今年度、平成２４年度までの３年間を試行の期間といたし
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まして、それで十分に検証を行った上で、本格実施に向けて検討していきたいというふう

に考えております。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 人事考課制度のあたりのお話も今聞けたわけでありますが、試行期

間ということで、来年度本格導入というお話であります。 

 先ほど来のお話聞きますと、地元の職員さんのウエートも、だんだんいわゆるウエート

も置いていくといくことでありますので、そういうことで進めていっていただいたらと思

いますが、この人事考課制度というのは耳新しいというか、新しい試みであろうと思いま

してちょっとお出しをしたんですが、平成１７年度に人事院勧告でこの人事考課を、結果

を給与面に反映を、処遇反映をするという勧告が出されておりまして、平成１８年以降、

地方公務員法にも「勤務評定結果を給与処遇面に反映させる」という条文が明記されたわ

けであるようです。今試行段階、来年度本格導入ということでありますが、本町でそうい

う勤務評定に絡めて人事考課制度を今後も考えていくのか、採用していくのか、そのあた

りもう一度確認をしたいと思いますが。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） お答えを申し上げます。 

 予定といたしましては、平成２５年度から本格実施をするということで考えております

けれども、まず処遇面で言えば、人事異動でありますとか昇格とか、そういったことには

まず活用していきたいというふうに考えております。 

 給与面への反映とかいうことについてですけれども、これも対応していかなければなら

ないわけですけれども、職員それぞれが十分にその制度を理解しまして、納得のできる制

度いうのを構築をした上で対応しなければ元も子もないと言いますか、いろんな問題が起

こってくると思いますので、十分にその辺が理解し納得できる制度構築の上で、そういっ

た処遇面への対応はしていきたいというふうに考えております。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 今後の考え方を伺いましたので、慎重にということです。 

 確かに、せっかくの人事考課制度というのが一人歩きをするというようなケースが今ま

でのほかの企業のあたりで聞きます。調べますとあるようでありますので、考課の尺度が

あいまいになったまま、適正な考課ができないまま形骸化するというようなケースが生じ

ると、結果としては部下というか、職員さんとのそういったとこの信頼の関係が失われて

- 9 - 



いくというケースも出てくるわけでありまして、本来は、職員の競争意欲を喚起しながら

レベルアップするというのが本来の目的であろうと思いますので、そういったことが起こ

らないようにレベル合わせと言うんでしょうかね、そのあたりしっかり考課する側、考課

される側も認識をしながら、この制度の導入について、本格実施に向けては慎重に対応し

て導入していただいたらということでお願いをしておきたいと思います。 

 私考えるに、自治体というのは福祉や、あるいは住民の生存権・財産権を守っていくと

いうことで、ある意味では民間の手法も取り入れていくということも必要でありますの

で、今回の人事考課制度というのも、言わば一歩進んだ形でありますので、ぜひともそう

いう道具になるようにひとつ進めていったらと思います。先ほど来言ってる、根幹をなす

のは人でありまして、職員さんでありますので、人が意欲を持って動けるような、その中

で行政サービスがうまく運行できるような人事配置も絡めてこの制度を導入していってい

ただいたらということで、この段階ではそういうお願いをしておきたいと思います。第１

点目の項目についてはこれぐらいにして、時間の配分もありますので、終わりにしておき

たいと思います。 

 第２点目の通告の内容に移りたいと思います。２点目の通告内容が特定健康診査、ある

いは特定保健指導の現状ということで、受診率あるいは利用率というようなことで通告を

差し上げております。 

 この特定健康診査、あるいは特定保健指導ということの段階でありますが、非常に高齢

者絡みの話になって大変恐縮なんですが、先日いただきました「四万十町通信」の町のう

ごきということで、現在町の人口が１万９，２２５名で先般の７５号には書いてありま

す。いうことで、人口は今１万９，２２５人といような段階に推移をしているということ

であります。 

 今回本町が示した高齢者福祉計画、あるいは介護保険事業計画の第５期ということによ

りますと、高齢者の比率、６５歳ですね、比率が３７．今２％ということで、全国比と比

べると１４％も高いということで、これは前々から言われていることであります。この高

齢化比率がいわゆるこういう高くなってくるというのは、ご承知のとおり我々を含めた団

塊の世代、昭和２２年から２６年生まれの者が非常にこの時期に到達をするわけでありま

して、６５歳から６９歳を占めるぐらいの枠になりますと、５年後平成２９年度には高齢

化比率４２．９％という高比率になるということで予測をされていうようなことでありま

す。これ、全国的な形で流れていきますので、全国のイコール四万十町であろうかと思い
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ます。 

 厚生労働省では、急速の高齢化というのに伴って、疾病の全体を占めている生活習慣病

というのがよく耳にする病気でありますが、がんとか虚血性疾患とか、それから脳血管疾

患とか糖尿病とかいったものを言われるわけですが、それが大変増加の傾向にあると。こ

れが死亡の原因として６割を占めるということになっておるようであります。そういうこ

とで、平成２０年４月から生活習慣予防のために特定健康診査、あるいは特定保健・指導

という制度が導入をされたということであります。 

 この制度が導入されて、２４年ですので４年経過をいたしましたので、本町でこの受診

率というか、特定健康診査、あるいは特定保健指導が審査を、結果を受けて利用率がどう

なっているのか。そのあたりのことがデータとして出ていればまずお示しをいただきたい

と思います。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） お答えをいたします。 

 まず特定健康診査・特定保健指導でございますが、先ほど議員もおっしゃるように、こ

れは２００８年、平成２０年４月より始まった、４０歳から７４歳までの公的医療機関加

入者全員を対象とした保険制度であります。一般的には「メタボ検診」と言われておりま

して、先ほども言われたように生活習慣病の発症を防ぐことを目的にした健診でありま

す。 

 本町におきましては特定健康診査を国保のほうで実施いたしまして、特定健診の結果、

積極的支援、動機付け支援という判断が出た場合、健康福祉課のほうで指導していくとい

うふうな形になっております。 

 さて、議員お尋ねの本町における平成２３年度の特定健診の受診率でありますが、被保

険者数が４，７１６名に対して、受診者が１，６１４名でございます。率といたしまし

て、３４．２２％。当初計画しておりました５か年計画においては、本年度５０％を目指

すということにもなっておりますので、若干それよりは少ないということにはなります

が、現在そのような状況になっております。 

 また、健診結果によりましての積極的支援、動機付け支援者数でございますが、これは

１５９名。先ほどの受診者１，６１４名に対して１５９名の方がその必要があると。その

中で指導を受けられた方が９３名ということで、５８．４９％であります。 

 以上であります。 
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○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 特定健康診査という制度、あるいは特定保健指導という制度がある

一定に実施をされておるということで把握をさせていただきました。 

 受診率が３４．２２％と言ってますかね。５０％を当初５か年計画で目標にしていた

が、３４ということですが、ある程度の努力というか、実際に受診をなさってるというこ

とですので、健康に絡めての関心が高いという高さを伺えるところでありますが、この特

定健康診査、あるいは特定健康保険指導というのは、本来は生活習慣病の予防を目的とす

るということであるようでありますが、結果としては、何か厚労省のほうでは医療費の適

正化を目指す手段ともなってるということで力を最近入れてきてるということであるよう

であります。 

 これも厚生労働省の資料によると、国民の医療費が年率、要するに毎年１．５から３％

も増加をしてるということであります。高齢化に伴ってやはり医療費がかさんでくるとい

うことで、年率１．５から３％の増加。ますます増加をしていくということでありますの

で、これに抑制をかけたいという思いがあるようであります。 

 国民医療費のうちの一般的な、一般治療の医療費が、これは何か２４兆とも言われて大

きいお金でありますが、その３割方、３０％が生活習慣病ということで占めているという

ことでありますので、いかに生活習慣病の予防対策というのが近年重要視をしているとい

うことであろうかと思います。実際これを受けて厚生労働省は、「生活習慣病の予防には

特定検査を活用する」と明言をしておりまして、糖尿病とかそういったその他の生活習慣

病というものを、将来的な医療費の増大抑制いうことにしていきたいということであるよ

うであります。 

 我々の耳慣れた内容ではメタボというか、メタボリックシンドロームと言うんでしょう

か、これを厚生労働省は２００８年から２０１２年、まさに今年までの間に１０％削減を

したいと。メタボ症候群を１０％削減したいんだということで動きをされておるようであ

りますが、本町で１０％削減をすると、メタボ症候群を削減するんだという厚労省のそう

いう数値を受けて、そういう到達の今まで取組をしているのか。ちょっと把握をしてたら

お教え願いたいんですが、そのあたりのとこ、いかがでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 予防対策ということだと思いますが、予防対策につきま

しては行っているところです。生活習慣病の予防に関しては健康増進計画というのが立っ
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ておりまして、それに基づきまして食・運動・心・健康管理の４つの柱をもとに計画を推

進しております。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） お答えがうんと簡単だったんでびっくりしましたが。努力をしてい

るということでありますが。 

 なかなか１０％削減いうか、メタボ症候群の数値をとるというのは大変難しいかと思っ

ておりますが、いずれにしても国としてはそういう動きがあるということですので、我々

を含めたメタボ症候群、皆さん、やはり皆さん、手元の腹を見ていただきますと実感がわ

くと思いますが、そういったところをひとつ心に置きながら聞いていただきたいんです

が。 

 特定健康診査やら健康指導も含めて、地域の健康水準というのを高めていくと、向上し

ていくために保健師さん、あるいは栄養管理士さんという皆さんが日々努力をされておる

ということで承っております。特に平成２０年度からの特定健診、特定保健指導というの

が生活予防対策では効果的、あるいは効率的ということで、今先ほど福祉課長がおっしゃ

った保健衛生部門と国保部門が協同する、お互いに連動してやっていくということが望ま

しいということで動きがあるようであります。本町で保健師の体制、それから栄養管理士

さんも含めて、どういう体制になっているのか。あるいはそういう、お互い運営の計画と

いうか、指導していくような内容の計画がどうなっているのか。それで加えて、特定検査

というのがどういう形で一般の町民の方に周知されてるのか。そのあたりのところをお聞

かせいただいたらと思います。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 先ほどの答えが余り簡素過ぎたということもあります

が、ちょっと後ほどそのことについても触れてまいりたいと考えます。 

 今議員おっしゃられるように、体制のことに先入っていきたいと思います。 

 特定保健指導の体制でございますけれども、指導については保健師、栄養士が行ってい

るところであります。本町においては保健推進係の保健師４名と臨時の管理栄養士、栄養

士で、対象者数に合わせて日程調整を行って指導を行っているところであります。また、

大正・十和の総合支所におきましては保健師２名と、診療所の管理栄養士に協力を得て保

健指導を行っている状況でございます。 

 先ほど簡素に言ってしまいましたけれども、健康増進計画の中で４つの柱ということ
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で、まず食につきましては、主に食生活改善推進協議会の住民力によりまして、子どもた

ちの食育活動や親の料理教室、健康な男性の食事や高齢者の食事などの普及啓発、学校と

の連携などを取り組んでいるところでございます。また、食生活改善推進協議会が主催で

糖尿病・高血圧の予防教室を保健師の指導のもと、連携して実施しております。 

 次に運動につきましては、一番取り組みやすい運動としてウオーキングなどがあると思

いますが、町内のイベントに合わせてリフレッシュウオーキングを実施しております。窪

川地区の実施を、昨年度は大正地区にも普及しながら拡大をしているというような状況に

あります。 

 また本年度は、「スリムクラブ」と名づけまして、代謝を良くする、メタボリック症候

群予防するための運動教室を大正地区で実施する予定であります。この実施を評価しまし

て、回数や実施場所なんかを増加していく検討をしていく予定にしております。 

 高齢者の運動につきましては、介護予防といたしまして、いきいき百歳体操の普及等、

自主運動グループの活動が増えるように支援しているところですが、それに加えてケーブ

ルテレビでも放送しておりますとおり、本町のご当地ソングに合わせた体操を作成し、啓

発を行っているところです。現在、窪川・大正版が作成されておりまして、十和バージョ

ンも今後作成予定となっております。 

 健康管理につきましては、何と言っても受診率の向上を目指しておりますので、受診率

向上のための県の未受診者調査などの事業にも取り組んでおります。調査結果では、町の

受診は受けていないけれども、医療機関などで健診を受けられている方が多くいらっしゃ

いますので、受診している状況が把握できるようなシステムが確立すれば受診率は向上す

るものと思われます。また健康づくり婦人会などと食生活改善普及員などによりまして、

町民への声掛け運動などをしていただいておりまして、今後もその方向で進んでいきたい

というふうに考えております。 

 次に特定健診の周知の計画、どのようにＰＲしているかということであろうかと思いま

すが、まず国保被保険者で窪川地区においては、３月末に保険証の発送に併せて申込はが

きと年間日程表、啓発チラシを添付しております。事前に健診希望を取りまとめて周知を

行っている状況であります。大正・十和地区においては、国保保険証の発送時期よりその

前、２月に区長会らにおいて各健診の申込希望調べを行っているとこであります。また４

月の当初、年度当初に健診実施の年間日程を記したカレンダーを全戸配布しております。

窪川地区においては５，０００ぐらいでしょうかね。大正地区は１，２００、十和地区に
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は１，３００、約でございますが、それを配布して皆さんに健診を受けていただくような

促しをしております。 

 しかしながら、なお、はがきでの事前申込を忘れた方、それから現在事前に個別通知を

していない社会保険の被扶養者、奥さんとか家族の方おられると思いますが、なかなか周

知は難しいと考えております。しかしながら町の広報、区長文書、ケーブルテレビによっ

て案内をしておりまして、なお、受け付けについては電話によって申し込みを随時行って

いるような状況であります。健診の促し等々については、今の健康福祉課において最大限

の状況でやっているというのが現状であります。 

 以上であります。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） ありがとうございます。今度は事細かく説明をいただきましたので

わかりました。 

 周知方法もきめ細かくされておるということでありますので、継続しながら、とりわけ

ケーブルテレビも活用もしながら受診率を高めていって、等しく受診をしていただいて、

予防に努めていただくということが、まず今回の特定検査の目的であろうと思いますの

で、ひとつお願いをしておきたいと思います。ご当地ソングがあるということで、ちょっ

と私存じ上げなかったんで、このご当地ソングを聞いてみたいと思いますが。 

 高知県でも特定検査に関しては保健所の所長さんを含めて、その保健所のチームが市町

村への医療制度改革の一端として、担当課長さん、ここでは福祉課長さんあたりの共同理

解を得て、保健所と市町村との共同でチームをつくりながら特定健康診査を実施していく

んだというようなことも、県としての動きがあるようですけど、これについては本町は別

にこういう連動性というか、そういった、今までも打ち合わせとかいうのはないんでしょ

うかね、ちょっと伺います。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 一応、国からの特定健診なんかの指導も来てますので、

それに基づいて町村の単独では動いているつもりであります。 

 その中で、先ほども言いましたけれど、未受診の方どうなのかということなんかでは、

県のほうの支援があるということで、なるべく皆さんに健診を受けていただく方法として

は県とも協力しながらというふうに考えてよろしいんではないでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

- 15 - 



○５番（中屋康君） ありがとうございました。 

 いずれ県の動きもそういう動きもあるようですので、大いに情報交換をしながら、実り

のある内容にしていっていただきたいと思います。 

 高齢者福祉計画の第５期というのが、基本の目標というのは、高齢者が四万十町内で自

立した生活を送れるように、営めるような医療・介護・予防、それから住まい、生活支援

サービスいうのを切れ目なく提供するんだということでうたっております。そういうこと

で、町民の皆さんが等しく健康水準維持のための間断のない事業が推進をされるように切

にお願いをしておきたいと思いまして、この項目は終わりたいと思います。 

 それでは３番目の通告のほうに移りたいと思います。 

 ３番目としては、遊休施設と未利用地の活用ということで、あるいは処分も含めてとい

うことで、本町が今現在所有しておる建物・土地についての現状というようなところにつ

いて伺っていきたいと思います。 

 今回の平成２４年から２８年の５か年計画の中期財政計画というのがここに出ておりま

す。その中で分析をされておるんですが、これからの財政予測というのは、当然のことな

がら地方の財政、非常に抑制基調となるということですよね。人口の減少、あるいは地方

交付税、町税が大幅に減少をしていくということでありまして、とりわけ本町の場合につ

いては合併の特例というか、支援期間、これが平成２７年ぐらいを期にあとは段階的な形

で縮小、縮減をされるというようなことも書いてあります。当然今からいろんなことを予

測しながら財政の基盤というものを見据えて取り組んでいかなきゃいかんと。 

 そういうことでありますので、その１つとして、行政体制と言うんでしょうか、効率的

な行政体制というものの観点から遊休の施設、あるいはそのまま放置されている町の土

地、その活用についても、処分も含めて考えていかないかんこの時期にあろうかとも思い

ます。 

 通告を申し上げましたら、早速事前にこの建物の遊休調書をお届けいただきましたの

で、目を通させていただきました。率直な感想として、意外に件数少ないなというのが私

の感想であります。建物に関してはほぼもう１か所、ここに、５欄、５つの項目が書いて

ありますが、ほぼ１か所、旧大正役場の別館本庁舎ですね。あとは森林組合事務所とかい

ったことについて撤去済みとかいったところで整理がついてるような感じで目を通しまし

た。 

 それから土地についても、これも意外に、件数としては１７件の土地が、宅地が、雑種
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地があります。いうことで、これについてもこんなものかなと思って見させていただいて

おりまして、合併の後、旧３町村の財産が一緒になって財産管理が始まったわけでありま

して、要するに民間との境界線の整理とかいったところ。それから合併後のそういった意

味合いで、四万十町としての整備がこういう遊休財産、遊休の建物として、これが今現実

なのか、それともまだ整理されてない段階なのでこういう状況なのか、そのあたりから伺

いたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 管財契約課長仲治幸君。 

○管財契約課長（仲治幸君） お答えをしたいと思います。 

 先に、数字のほうは先に議員さんのほうからご説明あったとおりでございます。施設に

ついては旧大正の役場が１か所ということで把握をしております。この施設については過

去に地域審議会のほうでも撤去というお話があったようですけども、その後、古い建物で

あるということで存続するのかということで、継続で協議をされているようでございます

ので、その施設についてはまた大正のほうで今後いろいろと協議がされるんではないかと

いうふうに思っております。 

 それから土地についてでございますけれども、今議員さんおっしゃられましたように、

１７筆現在把握をしております。このうちでも、この４月以降に賃貸借といった形で維持

管理をしていただいてる施設が３施設ございます。３施設については筆数で言いますと４

筆になりますけれども、１か所は１つの施設の中で２筆に分かれている関係で、筆数では

４筆になりますが、施設数で言いますと３か所になります。 

 そのほかの施設でございますけれども、あと１４か所あるわけですけども、それぞれ現

在把握をしている土地でございまして、これについては２２年度にも調査をかけて把握を

していた土地でございまして、これもそれぞれ支所のほうとも十分協議はなされておりま

せん。正直なところそういった状況でございます。今年度大正支所とも協議をしておりま

すけども、担当者会を開いて、具体的にどんな処分をしていくのかというところで取り組

んでいきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 管財課長のほうからお答えをいただきました。 

 今手元にいただいた分がほぼ現状ということで理解してよろしいんですかね。はい。い

うことでありますので、ある一定整理がだんだんついているような感じは受けます。 
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 これをいただきましたので、特に宅地等々については、大正北ノ川あたりが非常に羅列

して５、６筆ありますので、払い下げ検討中というようなとこの今後の方向性書いてあり

ますが、現地調査をさせていただきますと、そのあたりのことがまだまだるる動いてない

というか、お話も地域住民の方にはあんまり聞こえた話でもなさそうな感じで承ったの

で、正直なところ、もう少し具体的にこの土地、遊んでいる土地やら建物については積極

的にやっぱり踏み込んで地域の方との話も進めていかんことには、まだまだこのまんまで

５年も６年も経っていくような気がしてならんので、そのあたりのことについて今課長か

らお話があったとおり、やはり大正総合支所、あるいは十和なら十和地域の支所との連携

というか詰め合わせですよね。 

 要するにこの古い財産というのはお互いに持ち寄った財産ですので、なかなか今までの

いきさつがあると思うんです。いきさつがあるんで、そのいきさつの分をそごにして、な

かなかそのまますぱんと売ったりすることもなかなか難しいと思うんで、十分そのあたり

のこと詰め合わせながら、早めにやはり処置をしていかなと、この遊んでる土地がもった

いないというんではないんですけれども、有効利活用されないということになりますの

で、ひとつよろしくお願いをしたいと思うんです。 

 建物については今、１か所だけ、旧大正の役場が保存をするかというところの話し合

い、地域の中で継続で協議をされておるということでありますので、これについても早晩

のうちに、やはり老朽化をしてますので、保存するなら保存することでやはり措置もせな

いかんということもありますので、早めにやはり決定づけるような方向で地域の協議会の

皆さんともお話をしていただいて、進めていっていただいたらということでお願いをして

おきたいと思います。 

 県でも遊休財産処分計画というのが策定をして、県も計画的に計画処分をしてるという

ことで、平成１６年から２１年まで既に７６件、６７億円ぐらいの、県の大きさですので

大きなお金なってますが、非常に計画的に処分をして、財政に取り入れておるというよう

な内容でありますので、できればそういう、本町も計画的な処分計画というものを策定せ

んことには、ただいたずらあちらこちら、こういうものがありますよで、地域の方からこ

この土地の筆を何とか、筆を何とかしてくれというようなとこに対応するのではなく、積

極的に町のほうから、行政のほうから動きを、アクションを起こして、整理をし、統合し

ていくということでひとつお願いをしておきたいと思います。 

 遊休財産・建物については一応内容についてはわかりましたので、今後の推進の仕方に
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ついてまた場面場面でお伺いするということで、早めのご措置をお願いしておきたいと思

います。 

 時間がちょうど１時間手前になりました。本日は１項目目の職員の適正配置も含めて財

政面というか、とりわけ健全財政を基調に考えた考えを伺ったわけでありますが、繰り返

し申し上げてこれ、恐縮ですが、合併から６年目、これから４年後が、２８年度は合併支

援期間が切れると、措置が切れて、まさに四万十町として１人歩きのならない、せないか

ん時期にあります。そういう助走期間でありますので、中期この財政計画の見通しについ

ても概ね健全財政を維持していくと予測をされておりますので、あんまり大きな心配はな

いかとは思いますが、昨今非常に不透明な国内外の経済情勢でありますので、町長にはぜ

ひとも、どうか近い将来の予見というか、あらかじめの予見をしっかりしていただきまし

て、これからの本町のかじ取りをお願いしておきながら、本日の質問を終わりたいと思い

ます。ありがとうございました。 

○議長（宮地章一君） これで５番中屋康君の一般質問を終わります。 

 ただいまから暫時休憩をします。 

            午前１０時２７分 休憩 

            午前１０時４５分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １０番堀本伸一君の一般質問を許可します。 

 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） それでは通告をしております２点について質問をさせていただ

きたいというふうに思います。 

 １点目はホビー館関連でございます。それで２点目が西ノ川の水道問題の関連。この２

点を通告しておるわけですが、ホビー館関連の件にしましても、１、２、３というふうに

詳細を追っておりますけれども、中身は、順次話していく中で関連をしていく中身であろ

うというふうに思いますので、よろしくお願いをしたいというふうに思います。 

 それから、ご答弁のほうを大きな声でできるだけしていただきたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 まず１点目でありますけれども、ホビー館と町の果たすべき役割ということで題を打っ

ておりますけれども、ホビー館のオープン、１年がもうすぐ経つわけですけれども、これ

までの情報によるところは非常に我々の予想をはるかに超えた、大変な数が本町へおいで
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ていただき、ホビー館へ入館をしていただくという報道等のニュースを受けて喜んでおる

ところであります。現在までのホビー館に対する入館者の数と、それがもたらして町が受

けていく利益はどういったもんがあるかということを、まず１点目としてお伺いをしたい

というふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えいたします。 

 ６月１０日現在までの海洋堂ホビー館四万十の入場者数は、９万１，５７６人です。平

成２３年度は入場者数が７万６，７２０人で、入場料収入を町の収入とし、ホビー館の入

場料収入としては約５，０００万が町の収入となりましたけれども、初年度ということで

ホビー関連の収支決算といたしましてはマイナス６２８万の赤字となっております。 

 しかしながら、歳出の中には当初計上しておりませんでした駐車場の工事費、旧校舎の

耐震改修設計費、ホビー館を活かすための活性化計画等の経費が含まれておりませんし、

特に初年度ということでございまして、ＰＲも積極的に展開させていただいたことによ

り、このような結果となりました。 

 本年度からは入場料収入につきましては指定管理者であります奇想天外に収入として入

るようになっておりまして、年間８万人を目標にホビー館の運営に取り組んでいただいて

いるところでございます。 

 町にもたらす利益とのご質問でございますけれども、具体的に数字で示すことはできま

せんけれども、直接的な効果があった施設としては、訪れた入館者が車で立ち寄りやすい

道の駅やゆうぃんぐ四万十、水車亭などの、お土産が購入できる場所や飲食店、コンビニ

エンスストアのほか、土日に営業をしているガソリンスタンド、農家民宿を含めた宿泊場

等があります。 

 中でも町内の道の駅については、平成２２年度から２３年度にかけて高速道路の無料の

社会実験の終了や、東日本大震災の影響による観光等の自粛というマイナス要素が多々あ

ったものの、それぞれ前年度比でプラスとなる入り込み客数を示しております。 

 また、松葉川温泉の宿泊は、平成２２年度の８,４３４人から平成２３年度は８，４１

１人と、前年度より減でありますけれども、ホビー館オープン後の夏休み期間７月から８

月についての宿泊につきましては、前年度比１１３．５％であることから、こちらもホビ

ー館の波及効果があったと推測されております。 

 また、ホビー館での雇用についても職員、パートを合わせまして１０名程度が雇われて
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おりまして、雇用の面でも町にもたらす利益があったと捉えているところでございます。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） ご答弁をいただきました。 

 一口にどういう効果があるかということも難しい質問の内容であろうというふうに、私

もそれは思っております。ですから四万十町のＰＲということも踏まえて、これはすばら

しいＰＲに活かされており、さまざまなとこでその効果はあるというふうには私も思って

おります。 

 さらに今後、私は、これ、１年という経過が過ぎるわけですけれども、今のような状況

で考えていくと、さらには高速の延長ということもありますので、そういった状況を踏ま

えると、私は８万人の今後の計画、予定ということは軽くクリアはされていくのではない

かなというふうに思っております。 

 そういった状況の中で、ホビー館建立をされて打井川の地域ですね、「地域住民」とい

う、ここへ書き方をさせていただいておりますのは、このホビー館ができて、地域が諸手

を上げながら１つの効果があるということと、そういった認識。ともに、共同的にそのこ

との取組にしていくという意識が大事であろうというふうに思うわけです。これ、全体に

も当然必要なわけですけれども、地元の例えば大正・十和地域の町中商工関係の売り上げ

等々も踏まえて、地域のそういった声がないといかんというふうに思うわけですが、その

件については、私に入ってくる情報、意見としては非常に厳しい地域の意見があるという

ことなんですよ。 

 ですから、そういったことを踏まえて執行部としても、今、課長のほうから一定の報告

はされたわけですけれども、ホビー館を設立するまでに相当の費用を投じてきたと、これ

は町が投じてきたと。後ほど数字も示していきたいというふうに思うわけですけれども、

確認の意味で。そういった状況の中で、一定ここは今後、私は町も１つの企業感覚を持っ

てこの問題も取り組んでいくべきではないかなというふうに思っております。 

 わかりやすく言うと、ホビー館に対する、施設の支援策としてでは、これ以上の費用を

かけることはできないいう私は１議員としても思いを持っておりますし、常任委員会とし

てもその件については意見を申し上げたところでもあるわけです。ですから、一定投資を

してきた。これ以上はもう投資をとめて、あとは町が、収入的に町にお金が落ちていく仕

組みをつくっていくということになるわけですから、奇想天外さんは１年という契約の中

で、１つの、１年の取組の中では四万十町に人を呼び込むと、町外からのお客を呼び込む
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ということを約束されて取り組んでくれました。そして約束の４倍近いような、４倍以上

ですか、そういった方が１年間で本町へ来たということですから、これはもう約束を果た

した。あとは四万十町が、これはその経済効果を活かしていく仕組みづくりをしなければ

ならないというふうに私は思っておるわけですが、その点については間違いな見解ではな

いんでしょうか、執行部の考えをお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 海洋堂ホビー館につきましては、当初計画しておりましたよりは

るかに多い人数がおいでていただきまして、本町も非常なにぎわいを見せたところでござ

いますが、議員さんおっしゃられるとおり、ある一定の人数が来ても、なかなかその経済

的な効果が見えんというのが実態であろうというふうに思います。 

 海洋堂の館長はいっつも私に言うがですけれども、「人を連れてくるがは約束どおり連

れてくるぞ」と。「あと、その来た観光客を、どのように町内でお金を落として、滞在を

していただいてお金を落とすか。それは町、あるいは町民の皆さんの力量にかかっており

ますよ」というふうに言われておりまして、まさにそのとおりというふうに思っておりま

す。 

 この関係につきましては、初年度海洋堂のホビー館ができで、一体どれだけのお客が来

るのか、そこらあたりを町内の事業所、商店、そういった方々も様子を見ていたのではな

いかなというふうに思っております。ふたを開けてみれば非常に多くの人が訪れたという

ことで、それを何とか活かさんといかんいう動きが今始まっております。いろいろ仕掛け

もこれから出てこようというふうにも自分としても期待もいたしておるところでございま

すが、これから７月７日にはかっぱ館もオープンもいたしますし、このかっぱ館とホビー

館との関連効果、そういったものも出てこようかと思いますので、町とすればこれからそ

の施設を活かした観光政策、町全体の観光戦略、そういったものも今つくっているところ

ではございますが、高速の開通に合わせて早急にそういった対応、対策を練っていきたい

というふうに思っておりますし、また、商店街、商工会、観光協会、そういったところと

も連携も深めていって、その効果を最大限に活かしていきたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） これまでにホビー館の本体、附帯的設備を入れて、事業の事業

費としては、ホビー館のほうが１億５，０００万余りですね。さらに３月の当初予算の中
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で小学校の耐震改修工事、これがまた予算を組まれたわけで、これは当初予算、予算ベー

スでありますけれども、これも１億余りということになりますし、さらには第２の駐車

場、この計画が２，６００万余りですね。小さくまでは私は申し上げませんけれど。そし

てさらに、指定管理として奇想天外さんですね。奇想天外になるわけよね、契約の相手

方。その相手方に３年間という計画の中で１，３００万余りになりますね。これ、３年で

すから約５００万ぐらいですか、年間に割れば。違うかね。まあそれは割り算してくださ

い。 

 そういった状況で一般財源、町の一財の投入については、その中ですべてではありませ

ん。もちろんわずかな金額にはなろうかというふうには思いますが、いずれにしてもそう

いった投資をするわけですから、私は、先ほど課長の説明でありましたが、入館者の入館

料がこれまでは町にいただけたということでしたね。それが今後はホビー館のほうに、奇

想天外さんのほうに入って、町にはおりないという厳しい状況があるわけですので、私は

投資と１つの収益ということについては先ほど言ったように、なかなか具体的にここにこ

うというようなことが示されないのもわかりますが、ここは町民の目線から見ても、一定

の高額な投資はするけれども、町にとってのメリットはあるのかということが客観的な捉

え方でありますので、さらに奮起をしていただきたいというふうに町にはお願いをするわ

けですけれども、その中で、小さな契約事を私も調べずに質問をしておるわけですけれど

も、入館者の売り上げと言いますか、そういったことの、何パーセントかを今後町にやは

り維持をしていくという契約は私はできないのかなと。 

 一定これは指定管理の契約の中や、あるいは調定の中で決めていく問題であろうという

ふうに思うわけですが、これまでがどういった決め事になっておったのか。そうするとオ

ープンして１年あたりまでは、そういった形で投資をするので、入館したものは町へ入れ

ましょうということであったと、説明内容は。 

 それならば今後、なかなか目に見えない収益という形はあるわけですから、そこを企業

感覚で行けば、最低の滑りどめとして、最低の滑りどめとして、やはりそこで入館してい

ただく、これは町もいろいろＰＲをしながら取組をするわけですから、そうすると清流四

万十川というイメージもありながら来町していただく。そこで上っていく収益は最低限何

パーセントかは町に入っていくという仕組みを町はしっかりとつくっていくべきであると

いうふうに私は思っておりますが、法的な根拠は別として、そのあたりについては今後難

しい内容になるがでしょうか、その見解をお伺いしたいというふうに思います。 
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○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） 入場料収入の一部をというご質問でございますけれど

も、指定管理者制度というのが小泉政権のときからできました。それまでは町は委託か、

あるいは直営でできるような取組でしたけれども、今は指定管理か直営かどっちかになっ

てますと。 

 この指定管理者制度はどういうためにつくったかというと、町の公共的な施設を民間感

覚でやっていただいて、もうけていただくというか、そういうために、公共施設を存分に

活用してくれるためにできた制度です。 

 ですから今現時点ではホビー館も指定管理者制度の中に入ってます。ですから、当然指

定管理で受けた限りは、その受けた企業が頑張れば頑張るほど収益になるという形の中

で、一部入場料収入を取り上げるということは、非常に受ける側としてはなかなかそうい

う形では難しいなというように考えます。やはり公共の施設を民間に受けてもらって、や

る気を出してやっていただく、そういうための指定管理者制度ですので、そういった面で

は一部を、入場料を町にという考え方は現在のところはございません。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） 説明を受けましたが、その仕組み内容は私も一定わかっておる

つもりですが、その中でですよ、私の言うのは、そういった取組が法的に難しいのか、で

きないのかというとこで、それは私も知りませんので、質問で聞くということになったわ

けですけれども、少なくてもそういったことで行くと、指定管理の中で収益を上げていっ

てもらう、これはもう町が直営でやれんということをお願いするわけですから。 

 そうすると、収益が上るとするならば指定管理料が削減されるとか、そういった仕組み

を企業感覚の中でやはり、町が企業というのはおかしいかもしれませんけれども、そうい

った厳しい感覚を持ってここには臨んでいかんとなかなか、今こそ成績がええ状況が見え

ておるわけですけれども、将来維持的なときには直営でやらないかん時期が来るかもしれ

ませんので、そこは一定、向こうの会長さんもああいった方ですし、それから７月にはさ

らにかっぱ館もオープンをされる。そういった状況の抱き合わせで非常に私はお客さん来

ると思うがですよ。来てほしいし。だからそこは双方がお互い協力をしながら収益を上げ

ていく仕組みの中で、町の手出しが安価になり安らいでいくと。したがって一部は最低限

の収益も入ってくる仕組みが、私は要るのではないかなと思っております。ですから、そ
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のことが今後の協定の中で、話し合いの中で相手方とそういった話が、取り決めができん

のか。それは事情の中で考えがないということでなしに、法的にできんのか。できるとす

るならばやる気はあるのかということですので、もう一度そのことについて考えをお聞き

したいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えします。 

 先ほどのご質問でありましたように、指定管理者制度の指定管理者で受ける収入がゼロ

になるまでは、やはり今言われたような形で企業のほうに受けてもらわなくてはならない

と考えてます。 

 例えばあんパンマンミュージアムですけれども、あそこは２０万人が来ておりますけれ

ども、そこなんかも指定管理者制度です。そういうところにつきましては、収入が一定指

定管理者でもゼロでございますので、それでまだ入場者が２０万人ということで、非常に

収入的にも増えているということで、町のほうにも寄付をいただいてるような形になって

ます。ホビー館についてもそういった形で指定管理費用がゼロになり、そしていろんな広

告宣伝なんかも打っていただいて、運営が黒字になるようなことになれば、ぜひそういっ

た形の中で町のほうにも寄付をしていただくような形でお願いをしたいなと考えていると

ころでございます。すみません、ちょっと説明が。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） 指定管理をした相手先とのそういった契約については、経営状

況を１つ基準にしながら、施設の使用料という形の問題もそこにあろうかというふうに思

いますが、私は法的に違法的なものがなければ、そこへ踏み入った感じも見て、お客が来

て当然黒字になっていくというような上り調子の状況が見えていくとするならば、腹を割

ったそこの取組もしながら、そこが企業感覚と、私が言いゆうのはそこを言いゆうがです

よ。 

 企業というのは、それは自分が収益が上っていかんような計画やないというものは破棄

するわけですから。そこで厳しくもやはり収益を上げていくということですから、役場が

そういった企業をやるということは非常に難しいわけで、そこに１つの指定管理という制

度も生まれてきたということがあるわけですけれども、そこをさらには、相手の会社の人

も町長も話のできる間にあろうかというふうに思いますので、四万十町をＰＲし、潤いを

持っていく。その中では、厳しい財政事情の中でホビー館の設置ということに踏み切った
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わけですから、そこはお互いに協力をしながら、町に収益がもたらすような取組をやって

いきたいという私は答弁をいただきたいなと。そうすればこのことは町民も理解をして、

住民意識にもそういったことが広がっていくのではないかなということでなければ、非常

に高額な費用を入れて、町が潤うとこはないのじゃないかなというのが一般的な結論です

ので、そういった取組を活かしていただきたというふうに思います。 

 それからさらには高速が来年には開通がされて窪川まで来るということになれば、そう

いったこともありますので、ホビー館に限らず、商工観光課としてはいろいろな企画を講

じて、町がその受け皿をつくっていくということが大事な課題になろうかというふうに思

います。その中で、既にですよ、既にその計画ができておる状況にないといかんわけです

けれども、そういったことをしっかりとつくり上げていく。これは商工観光課や企画だけ

でなしに、これ、全庁が、全課がその認識で取組をしていくという町長と姿勢と何が必要

であろうというふうに思いますので、その見解を聞いて次の質問に移っていきたいという

ふうに思うわけですが。 

 それと企業感覚で収入の一部をということの取り決めしてほしいということがまず１点

と、今後それにＰＲ、併せてかかる費用は、町としてもこれ以上はかけずに抑えていくと

いうことのこのこの２点を、町長の考えとしてお伺いをして、次の質問に移ります。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） ホビー館の入場料収入によって黒字が出た場合に、それを町に還

元をということでございますけれども、今、指定管理費用として幾分か町が負担をしてお

りますが、これから初期の投資的な経費、そういったものは抑えることはできますので、

だんだん黒字が増えて、目に見えてあらわれてくるのではないかなというふうに期待もい

たしております。 

 そういうことになれば、当然指定管理費用をそこから相殺をしていくということで、最

終的にそれがゼロになって、なおかつ入場料収入、ホビー館がそれによって今後黒字経営

がなされるということであれば、それはまた何らかの形で町のほうにも還元をしていただ

きたい。先ほど課長はアンパンマンミュージアムの例を取り上げまして、あそこについて

は市のほうに寄付として、ある一定歳入を入れていただいているということでございます

が、そういった方法とかいろいろあろうかと思います。またそのことについては、これか

らだんだんホビー館の経営状況が好転する、好転と言いますか、経営状況も見ながらその

辺についてはまた社長、あるいは館長とも話をさせていただきたいいうふうに思います。 
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 それと、今そのＰＲということについては、初年度平成２３年度、非常に力を入れてま

いりました。そのことについてはＪＲ四国、そういったところ、あるいは県のパンフレッ

トにも積極的に取り入れてもらいましたし、そういった面でも町の負担は大分軽うて済ん

だのではないかなというふうに思っております。 

 ただ新たにできますかっぱ館、それとホビー館との抱き合わせ効果によるＰＲ、そうい

ったものもしなければならないと思いますし、それとホビー館単独ではなしに、やはりホ

ビー館、それから四万十川観光、四万十町の持つ豊かな観光資源、そういったものをセッ

トにしてＰＲを行っていく必要があるのではないかなと思っております。２４年度中には

高速道路も四万十町まで延びてまいりますし、多くの方がこれから四万十町を訪れていた

だくであろうというふうに思っておりますが、なおその呼び水的なＰＲはどんどん打って

いきたいというふうに思っております。 

 今、四万十町のイメージポスターづくりの着手もいたしておるところでございますし、

そして高速が開通いたしますれば、自分の考えといたしましては、新聞の見開き全ページ

を使って四万十町のＰＲ、それは移住促進ということもございますし、いろんなＰＲも積

極的に行っていきながら、四万十町に経済的な波及効果をもたらしていきたいというふう

に思っております。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） ２番の質問に移りますけれども、第２駐車場の事業計画につい

てということで、駐車場の件を質問していきたいと思いますが。 

 これはこれまでに説明を受けながら、我々としても、議会としても事業計画の説明は一

定受けてきましたし、それからまた予算質疑の中でもこの件については質疑が出されたと

いう経過があるわけですが、町がそうした事業の計画をしていくことと農地の関係ですか

ら、確認の意味で質問をしていくわけですけれども、今の事業計画で農地法の４条、５

条、これに問題はないのか。そのことを確認をしていきたいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えいたします。 

（１０番堀本伸一君「課長、短くて構いませんよ。時間が」と

呼ぶ） 

 はい。問題ございません。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 
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○１０番（堀本伸一君） ありがとうございました。大変短くお答えをいただきました。

 そこは確認をしておかんと、当初予算の中で出たときにも、事業計画が示されたときに

も、実はそこは執行部がそう計画をして、つくり上げて議案として出してくる。ですから

問題はないであろうというふうに一定私個人は解釈をしながら、事業の計画等の中身を聞

いてきたことで、農地法との関連の質疑はなかったかなというふうに思っておりますの

で、今回確認をさせていただきました。異常がないということですから安心をしました。 

 そうした状況の中でもう一点には、この第２の駐車場は、かっぱ館がオープンされる、

かっぱ館の駐車場になるのかということが町民の間でも非常に言われておりますし、それ

は私たちもそれなりに説明はしてきておるわけですけれども、しかし、その中身として

は、かっぱ館がオープンされたときに、ホビー館の駐車場として駐車をする車両が空いち

ょるスペースに、かっぱ館に来て、とめたいがですが、それはいけませんかとなったとき

に、それはいかんというような状況にはなかなかならんのではないかと。ここもお互いが

協力していくという状況が必要であろうというふうに私は思っておるわけですけれども。 

 そういった状況の中で、農地法の中で、５条の中ではやっぱり３年、事業の計画として

は一時転用ということの中で、３年ということになりますね。その状況になっておる中身

で、その後３年以降のときに、３年が過ぎたということの中で、また農地、田んぼに戻す

という工事が必要になってこうというふうに思います。その都度また多額な費用が要ると

いう状況になりますので、これは議会側としてもいかがなもんかなと。それこそこれ以上

費用をかけないという状況もありますので、どういった補助事業を使ってやるのか私はわ

かりませんけれども、いずれにしてもお金が要るということになりますので、そのあた

り、３年以降の使用の状況を踏まえて、計画はどのように考えておるのか、そのこと確認

をしておきたいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをします。 

 最初にホビー館第２駐車場が一時転用で事業を実施していくことになった経過と、今後

の事業計画について説明をさせていただきます。 

 昨年度よりホビー館の駐車場不足、打井川地域の活性化対策として第２駐車場の検討を

行いまして、現在の場所になった経過につきましては、３月の定例議会で説明もさせてい

ただいたところでございます。 

 計画当初この第２駐車場の農地につきましては、持ち主の方にも了承を得まして、売買
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もよいということでございましたので、町としましては地元にもお金を落としていただ

き、打井川地域の活性化につながるということから、この土地を町が買い上げて農地転

用、第２駐車場にしたいということで計画し、まず農業委員会に相談させていただきまし

た。 

 農業委員会としては会長から、打井川の中では田なりも良く、農業振興地域の優良農地

なので、即農地転用というのは難しいし、まず地元打井川地域の皆さんにも第２駐車場に

ついての説明をした上で地元の意見を聞くようにということから、本年２月８日には地元

区長、地元農業委員にも参加していただきまして、ご意見をもらいました。 

 地元の意見としましては、「打井川地域の中心の場所であり、駐車場、地域の活性化の

ためにも取り組む場所としては概ね良い」という意見もいただきましたが、一部の農業委

員さんのほうで、「ホビー館の事業経歴から見て、第２駐車場の整備につきましては規模

過大過ぎるので、今すぐではなく、しばらく様子を見たい」との意見もございました。 

 町としては本年度８万人以上の入場者も見込んでおりまして、補助事業も活用し、地域

の活性化も図るということで転用し、駐車場として実施したい旨をその後も農業委員会と

も重ねましたけれども、最終的には農業委員会の意見をもとに一時転用、３年後には現況

に戻すということで３月２６日の農業委員会農地部会に申請し、知事許可をいただき、５

月３１日より事業着手を行っているところでございます。 

 町の計画といたしましては昨年７万６，０００人、本年度はかっぱ館の相乗効果も合わ

せますと、１０万人以上の観光客がこの地域に集客していくとともに、駐車場が整備でき

ますと、この地域の自然豊かな地域資源を活用し、地域物産店、物産市やサイクリングの

導入も検討しまして、ホビー館、かっぱ館、馬之助神社、四万十川へと自転車による周遊

をしていただきながら、四万十町での滞在時間の延長を図る取組を実施しながら、地元に

もお金を落としていただき、地域が活性化していく仕組みづくりにも努めまして、地域経

済の活性化や雇用の促進、交流人口の拡大へと取り組んでいきたいと考えております。 

 なお、一時転用での第２駐車場の経緯といたしましては、本年度ホビー館第２駐車場の

工事費が約２，０００万で、３年後には現状を復元するのに７８０万を見込んでおりま

す。総額約２，８００万の事業費がかかると見込んでおりますが、しかし、第２駐車場を

整備しますと、それによりましてバス代と警備費を節減できると考えてます。平成２４年

度の当初のバス代、警備費用として約１，７００万を予算化しておりますが、３年で５，

１００万かかる費用が、第２駐車場ができることによりまして２，３００万に圧縮するこ
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とが見込まれておりまして、２，８００万の経費節減ができると見込んでいるところでご

ざいます。 

 最後になりましたけれども、第２駐車場の３年後の計画につきましては、今後のホビー

館、かっぱ館の入場者数や打井川地域の活性化についての取組を分析していくとともに、

県道のバイパス計画も注視しながら、最善の方向へ進みたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 私のほうで若干思いも入れながら、追加の説明をさせていただき

たいというふうに思いますが。 

 私はこの２駐車場については、これからのやっぱり３年間というものがホビー館、かっ

ぱ館もできますし、非常に重要な時期であろうというふうに思っております。 

 ご承知のように、今、各種の観光地はパック型観光で、いろんな観光地をセットにして

パックで売り出していくわけでございますが、残念ながらこのホビー館につきましては大

型のバスが入らんということで、なかなかそれが難しい状況にございます。ですから、何

とかホビー館まで大型のバスが入れるように県のほうにもお願いもいたしましたけれど

も、ちょうど馬之助神社からちょっと行ったところが、どうしても山の切り崩しができん

ということがあって、今でも大型バスが入ることができません。 

 議員さんご承知のように、ホビー館については自家用車で来て、下の駐車場まで行っ

て、ホビー館を見て、それから車に乗って帰るということでございまして、その近くにた

にんごやの飲食のできるところ、あるいは地元の商店の皆さんがいろんな食べ物も提供も

できるようにしておりますが、なかなかそこでゆっくり時間をとっていただくことができ

んと、ですから売り上げが伸びんという状況もございます。 

 やはり団体客を入れるということになりましたら、ある一定の時間がそこで費やされる

わけでございますので、コーヒーを飲んだりしようか、あるいはここでご飯を食べろうか

ねというような動きもあるようでございます。特に団体客につきましては、お昼をそこで

食べていただくように勧めることによって、たにんごやで何十人かが昼食をとることもで

きるというような話も聞いておりますし、５月の連休にもそういったことが行われたとい

うこともございます。ただ、今の時点では大型のバスが入ることができんということで、

なかなか団体客の誘致が難しいわけであります。 

 ですから、第２駐車場、なるべく近いところまで大型のバス、団体客を呼び込んで、そ
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こからシャトルによって短時間でホビー館まで運ぶことによって、団体客も来れますよと

いう体制をつくるということがこの第２駐車場の大きな目的でもございます。３年間の一

時転用ということでありますが、この３年間が非常に重要でございますので、第２駐車場

についてはそういった活用策を目指していきたいと思っております。 

 また３年後どうすらあやということでございますが、今そこの馬之助の分岐からホビー

館の近くまでバイパスの建設工事を行っていただくということになっております。この前

も県の道路課のほうとも話もいたしましたら、「そういった事情があるのであれば、３年

後にはできるだけ完成をさすように最大の努力を払う」ということも言ってもらっており

ます。それは知事のほうからも強い指示があったということでございますので、ああいっ

たバイパスの工事の関係では、３年でバイパス工事を仕上げるというのは、これまで非常

に前例もないということでありますが、県のほうとしては３年後その一時転用が終わる時

点では大型のバスが入れるようにバイパスを整備すると、それに向けて最大の努力を払う

ということでございますので、そこらあたりも期待もしているところでございます。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） 説明を受けましたが、町長の思いも踏まえての説明もあったと

思います。 

 そういった説明を受けながら、我々も第２駐車場の建設については、これは必要である

という認識を持って私も事業を認めてきた１人の議員であります。 

 問題は、この件についてもまだまだいろいろと質問をしたい内容があったわけですけれ

ども、とにかく時間がないということでありますので、今回はその件について触れる時間

がありませんが、地域住民とともに、ホビー館の設置が、ホビー館の運営が地域ととも

に、そして四万十町が諸手を上げて取り組める姿勢といいますか、そういったことを努力

していただきたい。 

 そして３年後ということですけれども、３年後にはそういったことも踏まえてのまため

どが立つのではないかというとこが思いの中にあろうというふうに思いますので、３年後

にはまた問題なくそういった計画が持てるような状況に努力をしていただきたいいうふう

に思います。この件についてはそれで終わりたいというふうに思います。問題なく取組を

してくださいということで終わりたいというふうに思います。 

 次に水道問題になるわけですけれども、これは量水器の行方と行政処分ということにつ

いて通告をしておるわけですけれども、これはご承知のとおり西ノ川ハウスに伴う水道施
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設の一連の問題でありますので、事細かく中身を通告しなくても内容は周知をしていただ

いておるというふうに思いますので、こういった書き方をさせていただいておるわけです

けれども、大変な私は問題であるということで議会の中、そして１議員としても取組をし

てきたと思っております。 

 そういった状況の中で、１つには厳しく同僚議員に対して辞職勧告決議案ということま

で発展をしていった内容があります。そういった状況の中で、一定はそれでこの水道の問

題、この事件についてはもう終わったがかえと、それじゃないろうがえというとこがあり

ます。ですからここは私としても執行部に対しては、危機感があるがかえという意味を踏

まえて質問をさせていただきたいというふうに思います。 

 その状況の中でこれは警察に捜査の依頼をしておるわけですから、その捜査状況を示す

というわけにはきませんが、警察が量水器の捜索、捜査についてどの程度進んでいるの

か、進捗状況をまずお示しをいただきたいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 上下水道課長高橋一夫君。 

○上下水道課長（高橋一夫君） お答えします。 

 現在の捜査状況でございますが、先般町長が行政報告で申しましたとおり、昨年１１月

９日に被害届を提出しております。それで捜査は開始されており、今年に入り現場検証を

行ったということは把握しておりますが、その後の捜査状況については、捜査が進行中と

いうことでございますので、詳細な説明は聞けていない状況でございます。現在も捜査は

続けて行われておりますので、今後とも捜査に協力し、早期の解決を目指していきたいと

考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） わかりました。 

 これは簡単に、警察捜査のほうもこうであるというような状況で、簡単には行かんとい

うふうには思うわけですが、そういった状況の中では、本議会の水の問題の調査特別委員

会を立ち上げて調査をしてきておりますので、そういった特別委員会がまとめた調査資料

もあるということになります、議会は。そういったことも参考になれば、求めていただけ

れば、これは提出をして協力体制をとっていくという思いも私は個人としてあるわけです

から、そういったことも踏まえて、捜査が速やかに進んでいるというような状況にしてい

ただきたいというふうに思うわけです。 
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 それ、執行部もそのことについて懸命に警察のほうに依頼もしておるということであれ

ば、それでそれ以上のことはないわけですけれども、１点はこう、ひとつ緩やかに、一連

の問題はある程度の解決ができたのではないかなというような思いがある。水道課の課長

がということじゃないがですよ、私は町がということですから。そういったことでこの問

題をどのように捉えておるのかと。私の見解とそこにずれがあれば質問に内容に入ってい

きたいというように思うわけですが。これはまだ犯人がわかったわけではありません。そ

ういった状況の中で、高々５、６，０００円の量水器が盗まれたと。ですからそのことの

捜査というふうな認識なのか、あるいはこれは水を無許可でとっていく。つまり水泥棒の

状況が発生をし、そのことをどのような認識で町としては取組をし、追及をしていくのか

という認識なのか、その認識を、もう時間がありませんので、簡単に意思確認をしておき

たいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 上下水道課長高橋一夫君。 

○上下水道課長（高橋一夫君） この問題、昨年９月に発生しまして、西ノ川地区の水道

の無届け使用に端を発した問題でございます。 

 その調査の結果、またメーターが長期間で未検針であって、また基本料金内の数字が入

力されていたこと、水道が無届けで使用されていたこと、メーターが紛失していたこと、

給水装置が無届けで改造されていたこと、メーターが規定の期間で交換されていなかった

等、幾つかの問題が判明しております。これは水道行政に関する大変重要な問題とは考え

ております。 

 また議会においても、四万十町議会西ノ川地区ハウス取水問題調査特別委員会が設置さ

れて、３月定例議会での最終報告により、先ほども申しました問題に対して、責任の所在

や執行部への提言がなされております。 

 これに対して調査、町といたしましては提言を踏まえて確認できた事項については、未

検針の問題、委託者の問題――それは委託料の返還金求める方、それから検針員さんの交

代を行った。それから提言に基づいて、公募によってこれはしております。それから、水

道料金の無届け使用については、無届け使用期間については請求を行い、現在入金済みと

いうことになってます。幾つかその他提言いただいております。それもメーターの、休止

中のメーターの確認と、これは現在実施しておりますので、提言に基づいて事務の改良と

いうのは現在行っている状態でございます。 

 しかしながら、先ほど議員さんがおっしゃいましたように、大変重要な問題と考えてお
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ります水道メーターの紛失の問題については、ちょっとこれ、糸口がまだつかめてないよ

うな状態でございます。それで、今後引き続き、先ほど申しましたように、これらの問題

についても重要な問題でございますので、警察と協力体制をつなぎながら、今後とも真相

の解明と言いますか、問題解明を目指したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君）堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） 一定わかりました。これは大変な問題であるということの認識

は同じく持っておるということでありますので、それから問題点についてのことは議会側

から執行部側に提言をしておるということでありますから、執行部はそういうこと踏まえ

て今後に活かしていうことでありますけれども。 

 私１つ思うには、この問題にこだわりを持ちながら私も取り組んできた１人の議員であ

りますけれども、これは単なる量水器の紛失、行方がわからないという問題だけでなくし

て、このことがそのままになって済んでいくというような状況に結論がなれば、水道行政

が崩壊していく恐れがあるというふうに私は捉えております。ですから、そのことを未然

に防いでいくにはしっかりとした調査をし、あらわれてきた現象についてはそれなりの措

置をしていくと。そして行政として、そのことをしっかりと見きわめをつけていく。そう

して町民に指導をしていくということがなければ、これは類似したような状況の中で、量

水器をのけて、あるいは盗水をするというような町民が出てきたら、これは大変なことに

なる。これは町としても崩壊をしていく状況になる。水道料金の未納の問題とてあるわけ

ですから、そういった状況が後を絶たないというような状況になれば大変なことになるわ

けですから、この量水器の紛失についての事件については、やはり顔の色を変えて執行部

としても奔走をしていくというような姿勢が私はなければ、町民に対してその事件の重要

性、執行部が緊張感を持ったのはなぜかということが町民に伝わらないと。そういった結

果になってはいけないという、私は思いがあります。そのことを主にして私はこれまでも

取り組んできたというふうに思っておりますので、その点をさらに意識の中に持っていた

だきたいというふうに思います。 

 それからもう一つには、既に私の情報のほうに入っております。この問題が解決するま

では水道料金は支払わないという町民がいるということが私の耳には入っております、既

に。ですからそれはそういうことでは困るわけですけれども。だから町民は、しっかりと

した解決をしてください。いかんものはいかん。公正なものは公正にということをやはり
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求めておるわけですから、その示しをしていく取組に、緩めた捜査や何は私は許されない

というふうに思っておりますので、その姿勢が、町の、しっかりと今後も見せていく必要

があるというふうに思っております。 

 それからもう一つには、町民の方から、ある女性の方でしたが、このたび私もこの問題

を取り組んでくる状況の中では、数多い町民の方々に叱咤激励、意見をいただきました。

そういった中で、これは議員さん、結局定額料金では支払いをしておるわけですけれど

も、使用者は、要するに「定額を１ｍｍ超えても、それはいかんでしょう」という意見を

いただきました。「私たちは厳しい生活の中で、水道料金が未納になってはいかん。町に

迷惑をかけていくようになる。だからその月に水道料金の予測分は別にのけて、料金を支

払う分はのけてというような形で取組をしていきよう、一生懸命。ですから、そういった

ことはしっかりとやはり議会が精査をして結論を出してもらわんと困ります」ということ

を私は言われました。そのことが私の非常に印象に残り、この事件に対して懸命に取り組

まなければならないという意思を新たにしたわけですけれども、おっしゃるとおりです。

私はぐうの音が出ませんでした。ですから、精いっぱい調査をして、議会の仕事の範囲の

中でその結果をつくり、「精査をして町民の皆さんに報告ができるように取り組んでいき

ます。ですから協力をよろしく頼む」ということを言ったわけですけれども、私は今でも

その言葉を覚えております。 

 だからそういったことが町民の中にはあるわけですから、これ、なかなか捜査も難し

い、状況の厳しさというものは私にもわかりますけれども、そういった真剣さと執行部の

考え方、意思というものが今後に大事になってくるであろうというふうに思いますし、犯

人は必ず私はいるというふうに思っておりますので、そういったことを最後に町長に、町

長の思いというものを、決然たる意思をお聞きして質問を終わりたいというふうに思いま

す。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） これまでの経過等につきましては上下水道課長のほうからご報告

を差し上げたとおりでございますけれども、３月の定例議会で調査特別委員会から５項目

執行部への提言ということをいただいております。 

 その提言の中で即対応できるものについてはもう既に対応済みでございますし、それか

ら将来に向けてこうかくあるべきという提言につきましては最大限尊重をさせていただい

て、公平・公正な水道行政の確立に向けて取り組んでまいりたいと思っております。 
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 メーターの関係につきましては先ほども課長も申しましたし、私も行政報告の中でもご

報告もいたしましたが、警察が現在捜査中でございまして、それが今どういった段階にな

っているのか、なかなか情報としては得にくいところでございますけれども、その捜査状

況を見守りながら警察に最大限の協力、また一緒になって早期の解決を目指してまいりた

いというふうに思っております。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

○１０番（堀本伸一君） まだ４分くらいありますので。 

 もう一点、行政処分ということについては、このメーター確認の中で、ハウスの水道メ

ーターの中で、行政が漏水検査の中で使っていた、漏水検査の中で確認をしたときのメー

ターとしては３３㎥の使用量が出ておるということがありますので、警察をですよ、町

長、捜査の結果がこれ、近々出たというような状況になればそれでもうええわけですけれ

ども、いろんなことがわかっていきますので。ただ、これが９月も１２月も来年になって

もなかなかそういった捜査状況が、結論が出ないというような状況になるとすれば、これ

は行政としても早々と一定の仮処分的なものの行動に入らないかんというふうに私は思う

わけですよ。そのことがメインとして質問で聞くつもりであったわけですけれども、もう

時間がなくなりました。 

 ですからそのことは行政として、例えばそういった状況の、行方がわからない、警察の

捜査の行方がはっきりと出ないと処分的なことはできないという見解をお持ちでしょうと

いうふうに私は思っておるわけですけれども、そのめどがめどであれば、やはり仮処分と

してでもそういったことに対しては、ぴっしりと行政として取組をするという姿勢がない

と、やはりこの問題が、先ほど言うた私が心配せられるような状況にあちらこちらで、町

民間の中で発展をされたときに大変困るという思いがあります。ですから、それは結論、

町長、聞きません。聞きませんが、そういった内容がこの事件内容には含まれております

ので、真剣にその思いを持って、警察の捜査のほうにも町のそういった思いを告げて、伝

わる状況をつくっていく必要があるというふうに思っておりますで、その件を踏まえてで

すよね、町長、答弁があれば聞いて終わりたいというふうに思いますが、いかがでしょう

か。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 先ほども申しましたけれども、この件については現在警察の捜査

の手に委ねておりますので、その結論が出ないうちに町が仮処分ということにはなりませ
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んし、私もそれは考えておりません。あくまでも、警察の捜査を見守りながら、それに最

大限の協力をしていくということで、早期の解決を図ってまいりたいと思っております。 

（１０番堀本伸一君「質問を終わります。ありがとうございま

した」） 

○議長（宮地章一君） これで１０番堀本伸一君の一般質問を終わります。 

 ただいまから暫時休憩します。 

            午前１１時４４分 休憩 

            午後 １時００分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １１番林健三君の一般質問を許可します。 

 林健三君。 

○１１番（林健三君） 議長からの許可をいただきましので、ただいまより一般質問を始

めさせていただきます。 

 私は今回４点について通告しておりますが、まず最初に林業振興についてです。 

 ４月１日、今年の４月１日ですが、大正森林組合、窪川森林組合、そして四万十中央森

林組合、十和であります森林組合が合併をいたしました。その調印式にも町長は行ってい

たように思います。ということで、合併後の森林組合の支援についてということで質問さ

せていただきます。 

 目的は、森林・林業を取り巻く情勢は、外材との競合による木材価格の低迷や、山村地

域の過疎化・高齢化現象に伴い、林業労働者の減少など、厳しい状況が続いています。し

かしながら、地域林業の振興と林業者の生活の安定的向上を推進する上で、森林組合の果

たすべき責務はますます重要となっています。 

 このような中で森林組合が地域の森林、林業の担い手としての役割を果たしていくため

には、合併による経営基盤と業務執行体制の強化を図り、協同組合としての本旨に立っ

て、組合員への利益の還元ができる健全な自主的経営を確立していくことが急務でありま

す。このため、競争力があり、また、実行力のある林業事業体としての中核的な森林組合

を構築していくために、近隣でもあります、友好関係で、同志である窪川町・大正町・四

万十中央の３組合が組合合併を図り、人材・資本・装備・財務力を結集することにより、

組合員や地域社会の多様な要請に応える体制を整備し、組合員の林業と経済的、社会的地

位の向上とともに、地域林業を活性化し、地域社会の発展を目指しますということであり
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ます。今後の支援策についてお聞きをいたします。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） ４月に合併してできました新しい四万十町森林組合への

支援についてということでございますが、新しい森林組合は県下でも最大級の森林組合と

なったわけでございます。雇用の場としての期待はもちろんでございますが、厳しい状況

でも林業立町を上げております本町といたしましては、森林整備を進めていく上でなくて

はならない林業事業体としての中核の組織であるということは申し上げるまでもなく、そ

の働きに大きな期待をしているところでございます。 

 さて、ご質問の町としての支援策でございますが、その１つといたしまして、経済団体

でございますので、森林組合の経営基盤の強化とか、安定した事業展開を早期に確立して

いただきたいと、そういう思いもございまして、無利子の貸付金を予定しております。こ

の６月の議会の補正予算にも計上させていただいておりますが、森林組合の運営強化資金

といたしまして１億円を貸し付ける予定でございます。無利子で４年据え置き、そしてそ

の後６年間の償還の内容で計上させていただいております。 

 そのほか、平成２３年度から５年間かけまして、町単独で私有林の間伐を進めるべく、

四万十川流域豊かな森林保全整備事業というのに町は取り組んでおりますが、この事業

は、森林所有者の方に基本的に負担金なしで間伐できる制度を設けております。そういう

ことを山主の方が取り組んでいただきますと、当然森林組合にも委託する方もおいでるこ

とでありますから、結果的に森林組合の支援策になるというふうに考えております。 

 それから町有林につきましても計画的に間伐等整備を行っておりまして、木材の販売価

格とか作業工程などを協議しながら、予算の範囲で森林組合のほうに委託しておりますの

で、これも支援策の１つであるとは考えております。 

 そういったことに加えまして、今後はやはり森林資源の有効的な活用というものも図っ

ていかなければなりませんので、木質系のバイオマスの事業への展開ということも考えら

れます。その場合に、新しい森林組合との連携なくしてこういったものは進めていくこと

は考えられません。その際には支援も含めまして、また何らかの施策をとっていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 今、課長のほうから答弁がありましたが、いろんなところで、今
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回の定例会のあれでも、資料の中にも１億円の融資ということであります。今年度から貸

し付けまして、４年の据え置きで３３年で完了、６年間のあれで支払いということになっ

ているようでございます。また、２３年度から森林整備の関係でも負担金なしでやらせて

いるというのが、また、町有林の関係等いろいろある、いろいろな関係も出てきておると

思います。 

 この森林組合の合併に伴いまして、森林面積、窪川町が２万２，９２０ｈａ、それから

旧の大正町が１万８，３４４ｈａ、そして旧の十和になりますが１万４，９０５ｈａとい

うことで、総面積が５万６，１６９ｈａということの壮大な面積でもあります。また、四

国でも高知県の中でも指折りの森林組合になりました。 

 そして組合員数でございますが、一応３月末の組合員の数ですが、旧の窪川町が１，６

７７人、それから大正が５１６人、そして旧の十和村が正が７８２人でございます。それ

とあと準組合員というようなとこがありまして、総合計で３，１２７人という組合員数で

ございます。 

 そして従業員数でございますが、旧の窪川町が作業員入れまして２７人、そして大正が

３６人、そして十和が３３人で、その他準を入れて現在１５７名という職員を控えてるわ

けです。非常に大世帯と思っております。 

 それで事業費のほうですが、２２年度が窪川町が２億９，３１８万７，０００円、そし

て大正が７億４，１２３万７，０００円と、そして旧の十和村が２億３，２６５万８，０

００円ということで、全部で、２２年度でございますが、１２億６，７０８万２，０００

円になっております。また２３年度では、旧の窪川町が２２億６，２２１万５，０００

円、そして旧の大正町が７億４，５４５万円、そして十和村が２億３，７４７万３，００

０円で、合計が１２億４，５１３万８，０００円になると思います。ということで非常に

莫大な金も動いているわけです。 

 その中でも、次の定例会ぐらいに多分出てくるがじゃないと思っておりますが、庁舎の

建設についての。大体予想ですが、私の聞いてる範囲では３０億というような形で出てく

ると思います。その中でも、集成工場の事業でも２２年度は２億５，７６０万３，０００

円と、２３年度が２億８，６８７万７，０００円ということになっております。その中

で、これは町長のほうにお聞きしたいと思いますが、支援策として庁舎で使える範囲は四

万十ヒノキというようなことで、うちの本庁も４町村で取り組むような段取りをしている

と思いますが、使うめどはないか、その辺お聞きしたいと思います。 
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○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） これまでもずっとお答えもしてまいりましたが、今度の庁舎につ

きましてはすべて町産材でやっていくと。それも町有林の材を使っていくということを基

本にしております。町有林の材につきましては今順調に集まっているという話も聞いてお

りますが、もし足らんということであれば、ちょっと範囲を広げて町産材ということで、

最低でも町産材の活用ということは、それは基本にして取り組んでおります。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 今、町長のほうから説明ありました。町有林を活用して、町産材

ということで、活用ということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 その中でも四万十町の隣であります梼原町。私たちは梼原へちょっと小水力の発電でし

たか、そのときにお伺いしたときに、町長室へ入ったときに町長から「これは四万十町で

とれたヒノキでつくった部屋でございます」という、私たちはその答弁を求めたわけでは

ございませんが、町長のほうからそういう答弁を私たちにいただきました。そういうこと

で、やる以上は町長室、お客が頻繁に出入りすると思います。そして議長、また三役、副

町長並び教育長の部屋はぜひとも四万十ヒノキで仕上げてもらって、こういうもんがうち

のとこからは出ていく、それも町有林から切り出した木でつくりましたというような自慢

のできる私は庁舎にしてもらいたい。それが森林組合に対する支援策ではないかと思って

おりますが、その点どうでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） できるだけそうするようにしたいと思っておりますが、それは町

長、それから議長、そういった特別職等の部屋じゃなくても、庁舎全体が来た瞬間に「す

ごいな」と、「さすが林業立町四万十町じゃよ」と言えるような感じの庁舎にしていきた

い、材木をふんだんに使ってやっていきたいと。それは町長室とかそういったこだわらず

に、すべてにおいてそういった面で誇れるような庁舎にしていきたと思っております。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） ぜひともお願いしたいと思います。 

 また近年では森林を対象とした都市住民の野外レクリエーションや体験型レジャーに対

する関心が高まっており、都市住民との交流の取組が求められていると思います。このた

めに林道網の整備と基盤整備、林業経営の改善、林業就業者の育成・確保、山村住民と都

市住民との交流促進が重要な課題となっています。この３つの森林組合が合併して果たす
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役割は本当に、四万十森林ということでごさいますが、果たす役割は大きくなってくると

思いますが、町長としてのお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 県下一広い行政区域を持つ四万十町のそれも８７％が森林でござ

いまして、その森林の活用策なくしては、私は四万十町の発展というものはないというふ

うに思っております。それを支えていくのはと言いますか、中核の組織となりますのはや

はり森林組合でございますので、その辺は十分な支援も行いながら、町と一緒になって林

業立町四万十町、そういったことで盛り上げていきたいというふうに思っております。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） どうもありがとうございます。 

 まだ後の辺もありますので、この辺で支援策については終わらせていただきます。 

 ２番目の町単事業で林内作業車の購入ができないかという問題でございます。 

 この点については、これは高知県の林業課の資料でございます。林業労働者数でござい

ますが、窪川町は４５人、大正が７７人、それから十和が１３６人ということで、現在２

５５人の林業労働者がいるようでございます。そして生産量でございます。窪川町が１万

８，８２９㎥、そして大正が１万４，３２８㎥、そして十和村が、旧の十和村です、３，

３３１㎥。全部で、四万十町全体で３万６，４８８㎥というような数字が出ております。

これは高知県林業課の資料でございます。 

 その中で、先般の話でもありました、また質疑の中でも話したと思いますが、林内作業

車、旧の大正町では皆に貸し出せる林内作業車を構えていたように思います。そして１８

年３月に合併しました時点で森林組合へ譲渡したのか、その辺は私もわかりませんが、現

在でも林業家の中から、窪川でございます、「貸してくれというて森林組合まで行ったけ

ど、なかなか借り入れができない」というような話をいただいております。私も小さい林

内作業車だったら持っておりますが、１ｋｍ以上になりますと、その林内作業車では一応

作業がなかなか無理なような状態です。ですからこの林内作業車、いつでも貸し出せる。

それによって四万十町の林業立町という役割も果たせるのではないかと思っております

が、その点について課長はどう思ってるか、お聞きをします。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 林内作業車、林内の運搬車のことであろうと思います

が、現在、「フォアーダ」と言われておりますこの運搬車につきましては、県の補助事
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業、それから町の単独で購入したもの２台を町が所有しております。それぞれ購入に５０

０万円程度かかっておりますが、２台所有しております。 

 以前は町有林の施業について町が作業員を構えて、いわゆる直接で作業を行っていたわ

けですが、その業務にその林内作業車を使っておりました。現在も町有林の施業に係る補

助事業の関係で、町有林内で使用しているところでございます。 

 来年度からその補助事業も終わりまして、２台の林内運搬車を有効的に活用しなければ

ならないということになってます。方法といたしましては、その２台をまずは森林組合な

どにおいて林家など貸付用に管理してもらって、利用の希望がありましたらその方に貸し

付けするようなことができないか検討をしているところでございます。利用するほうは機

械の使用料を払っていただいて、その代金を管理経費などに充てるというようなことにな

るでしょうか。 

 新たな機械を購入するということにつきましては、高額の機械ということもありますの

で、現在町が所有しております２台の分、それをまず活用を図りまして、その結果など見

ながら、そして機械の状態も見ながら購入については検討してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 課長のほうから答弁がありましたが、２台はありということでご

ざいますが、一応森林組合に管理のほうはしてもらうということですが、その１台でも、

それは２台あったら１台をよね、森林組合へ一回そういう管理をしてもらういうことは、

ちょっと一般の人間が行ってもなかなか借り入れ、その期間中外れるいうことはよね、な

かなか時期もあるがですよね。つちの日とかその辺の関係も出てくると思います。集中し

て出さないかんときには出さないかんがですよ、材は。 

 今の梅雨どきを避けたら、あい言うて、黒くカビが生えてくるわけですよ。そういう時

期を逃したら、材の、製材の業者もおりますが、なかなかちょっと製品にはならんような

形も出てくるので、その時期もありますので、ぜひとも１台だけはいつでも貸し出せる。

一応生産者が行ったときに、「はい、貸します」と言えるような状況をつくっていくのが

林業立町になる。 

 また、ここの荒廃した山の手入れを今、窪川森林も一生懸命やっていると思います。大

正のほうは今まで以前にも随分材木の素材のほうで頑張って、みんな間伐しもって、チェ
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ーンソーがいつも大正町のほうでは鳴りよったというような経過もありますので、ぜひと

もこっち、旧の十和はまた特用林産の関係もあると思います。 

 そういう形で山も、旧の窪川町のほうは平坦な山が多いがですよね、私のところ、大正

からいうたら。私のとこは急峻なところがかなりあって、それでも作業道をつけ搬出して

いるわけです。僕のとこの林道へ入ってきてから「この道を上るがか」と大抵の人が言う

ような経過があります。だけど、私たちはそれを乗り越えて上って行き、材木を出した

り、いろんなことによって今まで利益を上げてきた人間だと私は思っておりますで、ぜひ

ともその辺考えて。 

 もし、保管場所のほうは３８１と４３９の下に、あゆまつりやりゆうところに旧の炭窯

があるわけです。その横しに炭窯の製品を置くとこの場所があります。フォアーダじゃっ

たら２台か３台ぐらいはゆっくり入れる場所じゃと。そこへ保管してよね、いつでも貸せ

る。そら森林組合に借ってもキロ何ぼでお金は取っておりますので、行政としてもそれは

取るじゃと私は思っておりますが、そういうことにしたらどうかと思っておりますが、課

長にもう一回答弁をお聞きします。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 先ほども申し上げましたが、２台所有しているわけでご

ざいますので、可能な限りそういう貸し付けというような形の検討をしてまいりたいと思

います。 

 なお、林業従事者が多いということで、森林組合に委託するだけの林家だけではなく、

自分でやっている方もいらっしゃいますので、そういうことは可能であれば進めていきた

いと持っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 何で、そこの課長の答弁ありましたが、こだわるかと言います

と、リース会社は私の四万十町に２社あると思います。建販と日立。その中でも、リース

事業は林内作業車は取り扱ってないですよ。土方の運搬、土を運ぶとかそういうあれの、

クローラーのやつはありますけど、そういうのはないですけん、なかなかすっと言うても

借れんわけですので、ぜひともその辺考えていただきたいと思います。 

 それで、３番目の国土調査事業の成果の利活用についてということでございます。これ

は平成２１年６月のときに私は一般質問でやっておりますので、それをちょっと読まさせ
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てもろうてその辺、お聞きしたいと思います、最初に。 

 地籍調査は行政財産管理の適正化、それに伴う不公正課税の是正、公共事業の円滑化、

さらには民民間、官民間の土地にかかわるトラブルの防止と、電子地図情報（ＧＩＳ）の

メリットをさらに活かすものであると思うが、窪川町では進捗状況を聞いておりますが、

３班で私は実測をしているような話を聞いておりますが、現在の状況はどうか、その辺を

お聞きします。 

○議長（宮地章一君） 管財契約課長仲治幸君。 

○管財契約課長（仲治幸君） お答えをしたいと思います。 

 ３班というのは一筆調査のことでしょうか。一筆調査はただいま森林組合のほうに委託

をしておりますけども、一昨年、昨年と２か年行ったところでございますけども、現状と

しては２班で実施をしております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 今、課長のほうから答弁ありましたが、２班ということでござい

ます。 

 私は、きのうでしたか、森林組合のほうへ出向いて行っておりました。その中でも私

は、なぜ国調を急げいうのは、言ってるか課長はわかっていると思います。これは大正・

十和は地籍調査が済んでいるわけです。それで税金も払っております。窪川はその地籍調

査が済むまでまだ据え置きというような形だと思いますが、その辺の不公平もあると思い

ますが、それは私言ってるわけではございません。なぜかと言いますと、今、森林所有者

の中に境、そして、どこに山があるかわからない人がたくさんおります。 

 私、今週の２４日ですか、高知市内のほうから、国調に関するがで境がわからないから

教えてくれということで、午前中に山へ出かけるようにしております。そういう人間がた

くさん増えてるんですよ。ですから私が前から言っている、国調はせえせえ、早くせえ、

飛行機飛ばせとかいう話もしておりますが、早くして森林組合にデータを委託してもら

う。わかりますか。それで、町長の山は、髙瀬町長の山はここにあります。副町長の山は

ここにありますという、いったときに、データ差し込んだときに、こっからここまでが私

の山、これからここは渡部さんの山、それからこっちは林の山というようなことができる

わけですよ、国調が早く済めばよね。そういうことで私は早く、国調を急げ急げいうこと

は、僕が言いゆうがはその意味です。だから目的があって私も言いゆうわけですよ。です
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からそれを急ぐためには、きのう行っちょったというのは、森林組合に行った、業務をか

けてる旧の窪川町の森林組合だと思います。 

 ですから、合併した以上は従業員を何とか回せれないかという話をしたわけです。その

場で雇用の場も出てくると思います。多分、１筆１班でやっても４、５人は要ると思いま

すよ。刈り上げやっていく、測量していく、あと、いろんな役割の分担があると思いま

す。巻き尺持ってはかるがもおるし。いながら、今、トランシットで距離が出てくるやつ

がある、そういうトランシットの精度のやつもあります。 

 ですからその辺は、委託業務かけるがやったらよね、全体の森林組合におります。大正

の森林組合にもそういうやつ。今までも待ってくれた人が大分おりましたよ。コンサルタ

ント行きよってやめて、消防行きよってやめて。コンサルタント入って、コンサルタント

で一生懸命修行して、そういう事業が出てきたら僕はやりたい言いよったけど、結局待ち

よったけどなかなか出てこない。だから今、土建の仕事に行ってるというような人もおり

ます。 

 ですから、そういう業務の専門がおりますので、どうしたち職員が何名か入らないかん

いうがやったらその中へ、５の班じゃったら５班つくって５人入れて、あと森林組合と

か、あと一般から公募して雇うていく。 

 それで地区地区を、今やっているのは高野、それからどこでしたかね、若井川か、の辺

をやっていると思いますよ。そういうとこじゃなしに、広げていくがですよね。だんだん

向こうへ広げていくことによって人数は増やせると思います。 

 それで、その辺を、町長の所見でもありますように、２０年したら国調済ましますいう

けど、もっと早うに済むがやないですか、人数さえ。私も国・県、県議それから国会議員

に聞いてみますと、その予算はある言うがですけえ、それを使うことによって雇用の場が

生まれてくる。本当に今仕事がない若いもんがたくさんおりますよ。山の刈り明けやった

ら、そこそこの人間やったらできると思うがですよ。それでそこに雇用の場ができりゃ

あ、税金も入ってくるがやないですか。循環型じゃないと何事もいかんと思いますが、そ

の点についてどうでしょうか。お聞きします。 

○議長（宮地章一君） 管財契約課長仲治幸君。 

○管財契約課長（仲治幸君） お答えをしたいと思います。 

 それ以前にちょっとこれまでの経過、計画いったものをちょっとご説明をさせていただ

きたいと思います。 
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 平成２０年度に策定をしました第６次で１０か年計画というのがございます。これは、

２２年度から実施しております国土調査の長期１０年計画でございます。これについては

集落単位といいますか、窪川で言う常会単位で計画をつくっております。 

 例えば、昨年度行いました若井川・高野地区については３．２２とか、今年度は２．

６。それから２５年度は５．９６、家地川のほうを予定しておりますけども、平均しまし

ても３．０ぐらいな、平方ｋｍぐらいな面積で１０か年計画を立っております。 

 というのは、以前にもお話をしましたように常会単位で計画をつくった経緯がございま

すので、そのような小さい数字になっております。 

 これについては、過去の、ちょっと書類に不備があったもの、問題がございまして、そ

れをずっとこの何年かかけて処理をしてまいりました。本来なら２３年度に完成を目指し

てやっておりましたけども、どうしても相続とか所有権の移転とかそういった問題がござ

いまして、それぞれ説明に時間が要したとか、承諾の判をもらうのに時間を要したとか、

そういった問題がございまして、どうしても２４年度に入り込んでしまいまして、本年度

はそういう過去の事務処理を完成して、２５年度からは新たな事業にすべて着手すること

できますので、さっき言った１０か年計画、単年度計画を、例えば２か年を１つにすると

か、１か年に計画していくとか、そういったことで面積拡大を図っていきたいというふう

に思っております。 

 それから、先ほどご質問の中にありましたように、森林所有者の境界がわからないとか

そういったものは問題でございますけども、これは地域性もあるかと思いますけども、特

に窪川地区にあっては所有者が不在であるとか、十和・大正と違って、山じゃなくて農地

に力を入れている部分があったりとか、そういったやっぱり課題もあるんではないかなと

いうふうに自分なりに考えております。 

 そういったとこで、実際に昨年度も自分も境界の立会、赤線・青線の立会に行ったとき

もなかなか森林所有者が、境界がわからないといった方が若干十和・大正と比較すると多

いんではないかなというふうに思っております。 

 また、雇用の面ですけども、これは面積拡大をすることによって、森林組合に委託をし

ております一筆調査、そういったもんも例えば今２班でございますけども、３班になると

か、４班になるとかいうことで対応していただければ、そこで森林組合さんのほうとも協

議しなくてはいけませんけども、そこで雇用される人はちょっとは増えてくるんではない

かなというふうには思っております。議員さんおっしゃられるように、雇用対策にもつな
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がっていくというふうには自分なりにも認識をしております。 

 それから、測量の技術者が多数おいでるよというお話でございますけども、現在森林組

合が受けていただいております一筆調査については、現在測量とはまた別の部分がござい

ます。測量の部分で言われると、測量業者には入札で落札をしていただいてやっていただ

いておりますので、例えばそちらのほうで、どんな形かわかりませんけれども、雇用して

いただくとか、面積拡大すればそれなりの人も、人員も確保しなくてはいけないことです

ので、そういった面でも雇用の場が増えるかなというふうには自分なりは考えておりま

す。 

 どちらにしても、これから面積拡大する上については森林組合とも協議をしながら、そ

ういった面で雇用はできるのかできないのか、面積拡大をした中でそういった調査の対応

ができるのかどうかということも協議をしていかなくてはならないかなというふうに考え

ております。 

 また、現在、今年度実施を予定しております若井地区ですけども、ここについては山林

部分と平坦地がございます。平坦地については住宅も密集しておる関係もございまして、

調査した後に測量にしても、ピンが打てないとこもあったりしますので、測量も兼ねたよ

うな調査の仕方というのも現在検討をしております。これもまた県とも協議をしなくては

いけませんので、そういう方法もいろいろと今後考えていかなくてはならないかなという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 今、わかりました。課長のいろんな不在の場合、それからトラブ

ルもあるような話でございますが。 

 町長、１つ町長にお聞きしたいと思いますが。 

 これは、森林組合、３つの森林組合合併しまして、１６０名ぐらいの従業員がおりま

す。作業員も入れてですよ。ですから、私は、もうこの辺は町も絡んでもええかもしれま

せんが、委託業務したら私はどうでしょうかと思いますが、どうでしょうか、その辺。一

括。その考えはないかと。 

○議長（宮地章一君） 管財契約課長仲治幸君。 

○管財契約課長（仲治幸君） 一括で委託というお話でございます。 

 実は昨年度私も幡多地区の国土調査の研究会というのに参加をさせていただきましたけ
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ども、自治体によってはすべて業者に委託をしてやっているとこもございます。戸籍とか

そこら辺については、どうしてもやっぱり職員が触らないと、個人情報の面とかそういっ

たもんが問題になろうかと思いますけども、ほとんどの調査、測量、それから仕上げ、分

筆とか地目の確定とか、そういったものまで業者に委託をしてやっている町村がございま

す。ただ、地目の決定とか、地番分筆、合筆というものになると、ある程度の知識、勉強

をしていただかないと、そういう業者に委託とかできませんので、そういった専門的に勉

強した業者がおいでるようでしたら、そういったことも含めて検討しながら面積拡大に向

けたいというふうに考えております。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） この地籍の国調の関係にはよろしゅうに頼みたいと思います。 

 最後になりましたが、この一の又の原生林でございます。これは旧の葛籠川いうところ

にあります。こういうあれです。これは林野庁。 

 私、合併するまでに葛籠川の原生林の調査に行った経過があります。その中でも、その

中で林野庁、私、旧の大正町は林野の職員との交流事業をやっておりました。それによっ

て、２００１年の森ですか、久木ノ森という山林１６町ぐらいでしたかね、はっきりよう

は覚えてないから、１４町か１６町あったと思います。それを９，６００万ぐらいで購入

した経過があります。そして、今、診療所が建っている貯木場の跡、それも林野のほうか

ら買い受けをいたしました。 

 そういう関係で、その職員との交流の中で、一の又の原生林のマップというものを職員

との間で私たちはつくりました。第２の尾瀬にしようという考えがありまして、その歩道

の整備とか、上がったときに四十何町でしたか、それぐらいあると思います、一の又原生

林というのは。４０分コース、４５分、１時間、２時間コースとかいろいろ設定ができる

と思います。その中に西日本でも有数のモミツガ、それからヒノキの原生林が茂っている

わけです。 

 そこ、行きましたらすぐわかると思います。入り口から上がって４００ｍぐらいのとこ

に、根上がりのヒノキがあるがですよね。そういう、今、海洋堂関係、そして今度かっぱ

館のオープン、７月７日にオープンします。そういうもんと併用して林野の活用。そのヒ

ノキのまたをくぐりますと子どもが授かるとかいういわれを続けていくとよね、そういう

人間が都市から、先ほども言うたように、隣家の、あれがおるがですよね、好きな人間

が。それが交流人口になってくると思います。そういうものを利用してこの一の又を売り
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出す気はないか、再度お聞きをしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） ご質問の一の又の原生林につきましては、大正葛籠川の

上流部にありまして、四万十市に隣接しております国有林でございます。面積は約５３ｈ

aございます。昭和６０年に一部択抜が行われておりますが、まだ３００年、樹齢３００

年を超えるようなヒノキの群落とか、先ほどおっしゃっておりましたが、モミツガの群落

がほぼ原生状態で残っている山でございます。地元の方からも親しまれている山林でござ

います。 

 これまでの取組といたしましては、旧大正のときに議員さんおっしゃいますような取組

がなされておりまして、歩道もつけながら、ボランティアによってその歩道も管理をして

いくような、整備をしていくような取組も行っているようでございます。現在でも国のほ

うでは高校生など年に１回ぐらい連れて、自然に触れさせているようでございます。 

 ご質問の今後の利活用でございますが、この風景林は先ほども申し上げましたが、ほぼ

原生状態のままに巨木が群生しているということで、全国的にも貴重な山林資源であるこ

とには間違いございません。町の観光資源としても十分過ぎるぐらいの価値はあるという

ふうに思っております。 

 ただ、国有林ということもございまして、先ほどおっしゃっておりましたように林野

庁、それから森林管理署とも十分協議を行いながら、大正町の取組、それを踏まえなが

ら、これからの有効的な利活用を考えていかなければならないというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 利活用ということでございますが、旧の、先ほども言ったよう

に、大正町では久木ノ森の購入、それから土場の問題もあると思います。林野も今言われ

ませんけど、お金に困っていると思います。ですから、もしかしたら、売却の可能性もあ

るわけです。それを私たちは思って、林野へも何回か足を運んだ経過もあります。 

 だけど、１８年に合併しまして、途中で尻切れとんぼになって終わったという経過があ

りますので、ぜひともこの点について、どうしても私はこの山は４０町かと思って思って

おりましたが、今課長のほうから５３町ぐらいあるということでございます。 

 私は昨年買いました数神の山、遠山という山、奈路の山があると思います。あこの中に
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２町歩の工場誘致をするというような計画で、馬術競技でも駐車場にしちょったとこで

す。そういうとこの土地も遊びゆうと、いうたら遊びゆうと私は思っております。その中

でも成功しているのはクラインガルテン。そういう住民の方がたくさんおるがですよね。

定年後に永住して、畑を求めて、田畑のことをやりたいというような人間がおるがです。

この新聞の中にも、ちょっと僕とっちゅうがですけど、そういう人間がおるがですよ。で

すから、畑つきの建売住宅１０戸ぐらい建てれば、多分何ぼ安かっても１戸１，５００万

ぐらいやったら売れると。ですから、それで、その資金を利用して、この一の又の原生林

を購入するというやり方もあると思うがですよ、町長。 

 私は持って何もできない。工場もいつ来るかわからん。そら、高速も今年中に、２４年

に開通するかもしれません。１月になるかもわかりませんけど、そうなったときにそうい

うものを求めて、結局今車社会の世の中です。ですから、そういうものをよくわからな

い、そういう市町村があるがですよ。何年か前に、合併するまでに私も見に行った経過が

あります。あこは大阪周辺の都市部近くですので、そういう経過でつくったときに売れる

という、もうはっきりしたような条件的なものもあると思いますが、高速道路もつくこと

ですし、ちょっと工場誘致いうのは影野のほうにも代替のとこがあると思います。そう遊

びゆうとこの土地を埋め立てしてよね、そういうとこへ、もしその誘致して、来たいとい

う人らがおりましたら、そういうところへあれして、今ある土地を有効に使ういうたら、

そういうことで金を生ましちょって、そのときに、もし林野でも売るということになり

ゃ、それでその資金を使うて買うと。それはひょっとしたら１０戸じゃないかもしれんで

すよ。２０戸建てりゃ、それは倍になるがですけんね。私はそういう発想を持って経営し

て、トップになる人間はしていただきたいと思いますが、どうでしょうか。町長のお考え

をお聞かせ願います。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 購入する財源の提案等ございましたが、まずは一の又原

生林につきましては、先ほども申し上げましたとおり国有林でございますので、まずは林

野庁のほうも、このすばらしい原生林、売ってくれるかどうかはわかりません。そこは、

それで十分協議をとりながら大事な資源を守っていこうということで、町のほうも動かな

ければならないと思っております。 

 購入できるかどうか等も含めて、国のほうとも十分協議をして、この後世に残さなけれ

ばならない原生林を何か活用できないか、考えていきたいと思っております。 
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 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） ぜひともこの案については検討していただきたいと思います。 

 それでは、農業振興の関係に入らせていただきます。 

 今年の水稲作付面積及び耕作放棄地、その対策についてお聞きをいたしたいと思いま

す。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） まず水稲の作付面積でございますが、現在農業者戸別所

得補償制度の取組といたしまして、作物とか面積などについて聞き取り調査を行っており

ますので確定数値ではありませんが、平成２４年度につきましては１，５００ｈａ程度に

なる見込みでございます。 

 それから、耕作放棄地の面積は、これ２３年度の数値ですが、約３５ｈａございます。

そのうち農用地区域内の耕作放棄地については、７．５ｈａでございます。 

 それから、耕作放棄地解消の対策としてはどんなもんがあるのか。そういう対策をどの

ようにとられておるのかという質問であったと思います。 

 ２３年度につきましては、農家が営農再開等行った分など合計しますと、７．５ｈａ解

消ができております。このうち本町といたしましては、農業関係組織などでつくっており

ます担い手育成総合支援協議会というのがございますが、ここが事業主体となりまして、

国の事業も導入し、解消策に補助金が出るとかそういうことを使いながら、先ほどの７．

５ｈａのうち１．１ｈａ解消できております。 

 そういった事業も用いまして進めているわけですが、やはり耕作放棄地の面積、それか

らその土地の把握については農業委員会の行っております利用状況調査というものがあり

ますが、そこが重要なものになっております。その調査による現状の把握とか、今後の解

決策を考える上で、これからも農業委員会と十分連携をとりながら、先ほどの補助事業も

うまく使いながら、効果的な解消策に努めたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 本町では、水田１，５００ｈａでええですかね。 

（「水稲」と呼ぶ者あり） 

 水稲。 
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 この水稲の内訳ですわね、課長、わかっちょったら、ここの仁井田米というのはヒノヒ

カリと思います。そして、もう一個が宮内商店でしたかね、「にこまる」というような品

種を作っておるようでございます。 

 そして、向こうの十和のほうへ行きますと十和錦。私たちも、関西、関東で嫌がる傾向

があります、十和錦を入れたときに。そういう販路の考えもあると思いますが、本町とし

てはどういう品種を奨励しているのか、その辺をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 水稲の種類につきましてはちょっとデータ持ってきてお

りませんが、ただいま、先ほど申し上げましたように聞き取り調査で作物等の聞き取り調

査を行っております。やはり品種につきましては、先ほど議員さんがおっしゃっておりま

したような有望な品種のほうを勧めている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） わかりました。 

 それと、耕作放棄地ですが、農業委員会と連携とりながら、いろんな担い手事業とかそ

ういうものを利用してやるというような場合があるんですが、この問題は、全国の耕作放

棄地は２００８年には埼玉県、滋賀県ほぼ同じ規模等に達していると。食料自給率が逼迫

する中で緊急どきの安定供給に影響を与える恐れがあると。その中でも耕作放棄地は３５

ｈａで７．５でしたかね、ということでございます。その中でも、耕作放棄地の中には新

規就農者、この中にもあります、そういう紹介もしているのか。新規就農者には１５０万

でしたかね、就農給付金として、農業を始めて間もない時期に給付金を支給します。給付

金額は１５０万、そして農業研修中、技術研修に給付金を支給するということで、給付金

１８０万円ということであります。 

 先ほど言ったように、都市からそういう人間も、百姓をしたいという人間がおるようで

ございます。本町へも何人かその辺が来て、新規就農ということで土地を探しているとい

うような話も聞いておりますが、その点についてどうでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 耕作放棄地の対策につきましては、事業で言いますと、

中山間の直接支払制度とか、それから集落営農組織の取組などで今進めているところでご

ざいますが、今回、今年度から「人・農地プラン」というプランをつくって事業を展開す
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る事業が国のほうで出されました。それを受けまして、本町でもそれを進めるべく、その

事務費として６月の議会に補正予算を上げておるところでございます。 

 区長会などで説明等はしましたが、十分周知もできませんので、今後は各地区において

何か所か選んで集まっていただいて、その説明会を行う予定でございます。 

 内容といたしましては、新規に、新たに農業に取り組んでみたい、そういう方への支援

策でございます。先ほどおっしゃっておりましたような、年間１５０万円を新規の就農者

に対して支援するというような内容が主なものでございます。まずは人・農地プランとい

うものを作成しなければなりませんので、それに当たっての説明会を今後進めていくよう

にしている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 

○１１番（林健三君） 今、説明をいただきました。 

 その中でも、課長、原因は耕作放棄地ですよ。農家の高齢化、そして米の価格の低下、

そして担い手不足というような考えがあると思います、原因の用途は。 

 そして今後は集落機能の維持、または推進されている中山間の問題もあると思います。

その中で新規就農者に対しての支援があると思います。その中に共同作業の実施とかによ

る定期的な活動を進めながら、新たな担い手、就農者のできるスペースをつくらないかん

と思っておりますが、その点について再度お聞きしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 耕作放棄地の対策につきましては、やはりそこの農地を

つくっていただく方を見つけなければならないわけです。そのために、集落営農を進める

ことは進めまして、それから新規に就農者を見つけるということもいたします。 

 それから耕作放棄地の対策といたしまして、先ほど申し上げた国の事業の中には、担い

手が耕作放棄地を解消することに対して補助があるというような事業でございますので、

農家そのもの、農家というか、本人そのもの、それから担い手がするもの、解消そのも

の、それに対して補助がございますので、今後はやはり担い手というものをしっかり据え

て行っていくべきであろうと思ってます。そのために集落営農とか、先ほど申し上げまし

た国の人・農地プランの取組、そういったものを進めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 林健三君。 
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○１１番（林健三君） すみません。５分しかないようでございますので、全部はできま

せんが、その点について、またよろしゅうにお願いしたいと思います。 

 東又の加工施設の問題も出ておりますので、耕作放棄地についてナタネを植え、そのナ

タネから油をとるというような加工の関係も出てくると思います。ぜひともその辺、よろ

しく研究していただきたいと思います。 

 そして、中山間の支払制度をやりたいと思いますけど、先、次の議会の一般質問させて

いただいて、商工業のアンテナショップについての今回計上しておりますが、その点につ

いて詳しく説明をお願いしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） あと５分ですので、簡潔に。 

 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） それでは簡潔に詳しくご説明させていただきます。 

 この事業につきましてはアンテナショップですが、平成２１年度から３年間かけて拠点

ビジネス事業ということで進めてまいりました。それで、その中の１つにアンテナショッ

プというものの整備がございました。このアンテナショップの整備に至るに当たりまして

は、各地域の生産者グループなどで協議を重ねながら進めてきたわけでございます。 

 そして、このたび、高知市の南久保というところでございますが、セントラルグループ

所有のよさこいふるさと市場という敷地内をお借りいたしまして、またそこにセントラル

グループの方にプレハブを建っていただきまして、そこをお借りして店舗を開設するもの

でございます。位置で言いますと、高知駅の国道を２ｋｍほど東に行ったところでござい

ますが、交通量の多い一等地であるというふうに思っております。それで、３０坪の店舗

を構えまして、建物前面も使えますので結構広く置けると思ってます。 

 それから、中は四万十ヒノキを使って、ぬくもりを出したいというふうに考えてます。

それから中では、アンテナショップでありますので、観光情報などを大いに発信して、高

知市内の方に四万十町を発信し、それから高知市内の情報も取り入れていきたいというふ

うに思ってます。オープンは７月中をめどということで関係者で進めております。四万十

町全体の豊かな食材を始め、農林水産業全般にわたる加工品も含めて商品を売り出したい

というふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 時間ですので、まとめてください。 

 林健三君。 
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○１１番（林健三君） ２分でやります。 

 一番の問題のことは商品の関係だと思います。私とこにも大至急というはがきが来まし

た。これは品物がないけん大至急で出してくれというようなことじゃと私は認識しており

ますが、ぜひともこの中で、人材で、食材の埋もれたこの中でも、資料の中でもいろいろ

あるがですね、そのメンバーの中に。おかみさん市とかみどり市、それからあぐりショッ

プ四万十、その団体に外れちゅう人間がおると思います。食材のすごい、これは商品にな

るという。ぜひともあと、７月オープンですので、１か月ぐらいあるので、そういう人間

を集めて一回会合を開いてもろうて、その中から商品の、これは商品化になるというやつ

は、また加工施設の関係も出てくると思いますので、ぜひとも取り組んでもらいたいと思

って質問します。 

 以上、もう一回答弁をお願いします。これで終わります、私の質問を。 

○議長（宮地章一君） あすの一般質問でもアンテナショップありますので、できれば置

いていただきたいと。 

（「答弁」と呼ぶ者あり） 

 いや、置いていただきたいです。 

 農林水産課長熊谷敏郎君。最後です。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 時間がなくて早口の答弁申し訳ございません。 

 アンテナショップへの出品につきましては、先ほど議員さんもおっしゃっておりました

ように検討を進めてまいりました、窪川地域であればあぐりの生産者組合、それから大正

地域であればあぐりショップ四万十、十和地域においてはおかみさん市、この３つの組織

に入っていれば商品が出せるという形をとっております。 

 ただ、四万十町全体でありますので、この地域が、それぞれの地域に入ってやらなけれ

ばならないということはありません。それぞれ違うところへ入っても構わないわけなんで

すが、やはりこの事業を進めていくに当たりましては、生産者個人も、それから地域も発

展させていきたいという思いがありますので、まずはそういう地域に入っていただいて、

地域とともに発展するようなアンテナショップを目指しているところでございます。 

 隠されたというか、隠れた食材とか加工品あろうと思います。そういうものは大いに発

掘して、試験的な販売というところでは有効的な店舗であろうというふうに思うておりま

すので、そういうことに使えるよう、地域を中心に協力しながらアンテナショップのほう

を進めていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 
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 以上でございます。 

（１１番林健三君「どうもありがとうございました」と呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） これで１１番林健三君の一般質問を終わります。 

 ただいまから暫時休憩します。 

            午後２時０１分 休憩 

            午後２時１５分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １６番森健吉君の一般質問を許可します。 

 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） まず最初に私、３項目について通告をいたしておるところでござ

いますけれども、若干都合で道路整備状況を一番先にやらさせていただいて、あとは順番

にお願いをいたしたいというように思っておりますので、どうかよろしくお願いをいたし

ます。 

 それでは通告に従いまして、まず本町の道路整備状況について、まず質問をさせていた

だきたいと思います。 

 質問の要旨は四万十町道路整備促進及び県道ももちろんありますけれども、国道の改良

について国や県に対し、なお一層の要望活動の強化を図るべきではないかということでご

ざいます。町道及び県道の整備状況と整備促進に向けた今後の要望活動を町としてどのよ

うに取り組んでいかれるのか、まずその点についてお聞きをいたしたいと思います。 

 それで、１つ目は、本町の平成２４年４月１日現在の町道の総延長が旧窪川が２４４ｋ

ｍ、旧大正が１７６ｋｍ、旧十和村が１９６ｋｍで、合計６１６ｋｍとお聞きをいたして

おります。 

 現在の町道の改良箇所と今後の整備計画についてお聞きをいたします。また、本町は国

道３８１号と４３９号がございまして、３８１号については２車線化整備がされておられ

ますが、４３９号については特に大正大奈路間、大奈路から下津井間の整備状況について

お聞きをいたしたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（宮地章一君） 建設課長佐竹一夫君。 

○建設課長（佐竹一夫君） それでは、町道の改良箇所と今後の計画についてのご質問で

すが、現在四万十町では町道整備は国の社会資本整備総合交付金を活用して行っておりま

す。平成２４年度は、今年度は要望額４億８，１００万円に対しまして、国の割当額が３
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億２，０００万円で、要望額に対し６７％の割当金額となっています。 

 本年度施工箇所の内訳につきましては、窪川地区では町道神ノ川線を中神ノ川地区で、

新開町中央線他４路線を新開町で、香月が丘中央線他１０路線を香月が丘地区で予定して

おり、大正地区では大奈路中津川線を中津川地区と木屋ヶ内地区の２か所で、四手ノ川線

を希ノ川地区で、十和地区では大井川西土佐線を小野地区と保喜地区で、プラス井崎地区

の３か所で、戸川日吉線を戸川地区で、古城日吉線を古城地区で、下藤蔵向畑線を大道地

区で、落田奈路線を大井川地区で、下田線を戸川地区で、以上数々路線がありますが、合

計２５路線を１４地区で施工を実施することを計画しております。 

 事業の内容としましては、通常の道路の拡幅工事や舗装工事、そして橋梁のかけ替え工

事等それぞれ路線ごとに違っておりますが、工事費や延長も地域の実情を考慮いたしまし

て、路線ごとに配分を行っております。また、継続で施工している路線については年度内

においても路線ごとに見直しを行いながら、地域の要望や実情に沿った工事施工に努めて

おります。 

 今後の整備計画でございますが、町の総合振興計画や過疎地域自立促進計画等に上げて

いる路線を基本に考えておりますが、地域の要望等も踏まえ、見直しも行いながら進めて

いきたいと考えております。 

 あと国道４３９号の整備につきましては、大正総合支所の産業建設課長のほうから答弁

しますので、よろしくお願いします。 

○議長（宮地章一君） 大正産業建設課長下藤広美君。 

○大正総合支所産業建設課長（下藤広美君） それでは、私のほうから国道４３９号の整

備状況についてご回答を申し上げたいというふうに思います。 

 国道４３９号ですが、県の四万十町事務所のほうから資料をいただいておりますので、

それに基づきまして、お答えをしたいというふうに思います。 

 改良系の事業でございますが、現在木屋ヶ内地区におきまして、平成１５年度から延長

が、計画延長が９４０ｍ、全体事業費が約３４億円で木屋ヶ内バイパス工事として施工し

ております。現在、２号橋の下部工までが完成して、今年度から来年度にかけまして上部

工の製作、架設に着手する予定になっています。この工区内にはこの２号橋のほかにもう

１橋、１号橋、それからトンネルが計画をされております。それらを順次着手をいたしま

して、平成２９年度の完成を目指して事業が進められております。 

 このほかに大型バスが通行できないきょうあいな箇所につきまして、平成１８年度に県
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の四万十町事務所や当時の下津井の区長さんたちとともに、実際に大型バスを通行させま

して現地調査を行っております。そして、２２か所の整備箇所を選定して、特種改良事業

や防災事業として約７億２，０００万円の事業計画を立てて整備をすることになっており

まして、平成２３年度までに１２か所が完成しており、２４年度以降も計画的に整備をし

ていく予定でございます。 

 また、県の道路課や四万十町事務所のご理解とご支援によりまして、平成２２年度から

２３年度にかけての国の経済対策事業とか、また、県単事業などを活用いたしまして、危

険な路側側のガードレールの設置とか落石対策などの工事も実施していただいておるとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） それぞれ各担当課長から、ただいま答弁をいただきました。町道

及び国道の整備状況について、それぞれただいま回答をいただいたとおりでございます。 

 道路予算については国や県のみならず、町の財政も厳しい中で予算の確保に苦慮してい

ることはもちろん承知をいたしているところでございます。町道にいたしましても、国道

４３９号についても、その沿線で生活している住民にとりましては重要な生活道でありま

す。 

 中でも下津井地域は「陸の孤島」と呼ばれる地域でございます。支所のある大正から下

津井までは約１７ｋｍでございまして、現在、大正大奈路までは２車線化されております

が、下津井までの整備はまさに気の遠くなるような期間を要するのではないかと危惧して

いるところでありまして、昨年の東北の大震災でも道路の重要性、最重要性は再認識され

たところであり、今後必ず発生すると言われております東南海・南海地震への防災対策か

らも、孤立の集落などの解消に向けた、いわゆる命の道として整備が急務だと考えます。

そういった点で町として、国や県などの関係機関に対して地域住民や行政、議会が一体と

なって積極的に要望活動をすべきと考えますが、執行部の見解をお聞きいたしたいと思い

ます。 

○議長（宮地章一君） 大正産業建設課長下藤広美君。 

○大正総合支所産業建設課長（下藤広美君） それでは、ご回答を申し上げます。 

 議員さんおっしゃられますとおり道路整備は住民の日常生活だけではなくて、非常時の

防災対策の観点からも、町としても重要な施策であるということは認識しております。 
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 これまでもこの国道４３９号にかかわる市町村が組織します国道４３９号整備促進期成

同盟会、また四万十川に関係します愛媛県側と、それから高知県側の市町が組織しますし

まんと流域道路整備促進協議会を通じまして、毎年度国交省、または県出身の国会議員、

四国地方整備局、高知県などにも要望活動を続けております。また、県議会の企画建設委

員会が毎年現地調査にこちらのほうに訪れております。そういった場合を通じまして要望

活動をしているところでございます。 

 ご質問は、地域住民や行政、議会が一丸となって積極的に要望活動をすべきだというこ

とでございますが、現在工事が進んでおります木屋ヶ内バイパスの完成時期、それとか杓

子バイパスの着工が見込める時期などを見定めながら、効果のある要望活動を行うことが

必要であると考えます。特に地域で生活をしております住民の切なる声を国や県に届け、

理解してもらえるような活動をすることが重要であろうかというふうに考えております。 

 今後も国や県等のご支援やご理解をいただくとともに、必要な情報を得ながら、関係住

民はもとより、議会の皆様とともに一致団結しまして、この要望活動に取り組んでいきた

いというふうには思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 執行部の見解ということですので、私のほうからも少し補足をさ

せていただきたいと思いますが、先ほど課長も申しました。そして、議員さんの質問にも

ありましたけれども、やはり道路というのは暮らしの道、命の道ということで、これまで

にも国・県のほうに対しまして、４３９を始めとして、町道等も含め整備要望を行ってき

たところでございます。 

 しかし、今ちょっと気になる動きが国のほうで出ておりまして、これは５月２１日の産

経新聞ですが、戦後いろいろ道路整備を行ってきたところですが、この維持管理が国交省

試算によると、これから５０年間に１９０兆円が必要になってくると。そういったインフ

ラに潤沢な予算を割くことはできず、１９０兆円は老いる日本にずしりと重くのしかかる

であろうと。 

 では、どうすべきなのか。インフラや公共サービスに対する考え方を根本から変えなけ

ればならない。まずは新設を極力取りやめて、今の既設の道路、そういったものに維持管

理の予算を振り分けてはどうかというような、これ、記事でございます。 

 これは以前にもそういった指摘が出ておりまして、非常に心配もされておったところで

すが、東北大震災の後、こういった意見はほとんどなりを潜めておったところですが、ま
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た落ちついてきましたので、国のほうが多分こういった考え方を新聞のほうに流したので

はないかなというふうに思いますが。 

 この考え方でいきますと、当然費用対効果を見れば、人口の少ない地域の道路整備はで

きんということになってきますので、おっしゃられるとおり、やっぱり災害に対する住民

の暮らしを守るという意味、それから救急車が到達するまでに長い時間がかかると、それ

はずっと訴えてきたところですが、そういった命を守るということを基本にして、もう一

回スクラムを立て直しする必要があるのではないかなというふうにも思っているところで

す。 

 特に四万十町は、南海・東南海地震が発生をしますと、隣の黒潮町、それから須崎、中

土佐の海岸部が寸断をされますので、その隣接の市町に対して、この四万十町が広域的な

防災の拠点になる必要がある。それは、県のほうでもそう言ってもらっておりますし、国

の四国地方整備局もそういったことで四万十町を防災の拠点として捉えていくという考え

方もあるようでございます。 

 そうなりますと、国道３８１、それから４３９、そこから支援物資が入ってくるように

なってきますので、そういった意味からも、特に３８１は整備がされているわけでござい

ますけれども、４３９についてはその災害の支援に対する道路という意味からも強力な要

望活動を展開していかなければならないというふうに思っております。この４３９につい

ては関連する市町村が数多くございますので、そことスクラムを組んで、従来以上にも増

して国・県に対しては私としても要望活動を行ってまいります。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） ただいま町長から本当に地域の思いを考えたご回答をいただきま

した。 

 まさに、四万十町合併して大変広くなったわけでありますけれども、旧大正においては

下津井地域が本当に生活道の一環として、「陸の孤島」という呼び方で呼ばれているとこ

ろでございまして、ぜひとも全力を挙げてこの４３９の改良等々については取り組んでい

ただきたい。また、我々議会もこの問題については一丸となって、現地を見ていただい

て、そういう地域の思いを１年でも早く解消していかなければならないというように考え

ておりますので、この点についても特によろしく気配りをしていただきたいというように

思います。 

 それでは、合併問題については５番の中屋議員さんのほうから随時詳しい質問、また、
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前向きな執行部からの答弁もいただいておりますけれども、私なりにひとつ重複するとこ

ろがあろうかと思いますけれどもお聞きをしてみたいと思いますので、よろしくお願いを

いたしておきます。 

 まず質問事項ですが、合併問題にかかわる改革と財政経費の削減について、歳出では人

件費が多額を示しています。合併メリットの１つとして、行政改革が期待できると言わ

れ、その１つとして、議員定数や、そして職員数の削減による行政経費の減額が期待でき

る。これが合併メリットだと私は考えているところでございます。 

 平成１８年３月の合併後、はや６年が経過をいたしているところでございまして、しか

し、大変厳しい経済情勢のもと、国の財政再建が大きな課題となっている中で、東日本の

大震災の影響などにより、今後は地方財政についても抑制が基調になることが予想され、

安定した歳入の確保はますます不透明な状況であると考えます。 

 本町においても国勢調査人口の減少などによる地方交付税や町税の減少が顕著にあらわ

れ、加えて社会保障関係費の増加や高水準である公債費の推移などにより、今後段階的に

縮減される普通交付税は約１０億円に上ることが予想され、簡素で効率的な行政体制の整

備と人件費の抑制に向けて早急に取り組む必要があります。こうした状況の中で歳入の確

保と歳出の抑制が重要で、特に人件費の抑制についてお尋ねをいたします。 

 まず、合併協議の場においてもこの問題については議論をしてきましたが、その時点で

の職員数と本年３月議会で提案のあった平成２４年度から２８年度までの中期財政計画で

相違いがあれば、その点を説明いただきたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） お答えを申し上げます。 

 四万十町合併前の窪川町・大正町・十和村合併協議会に提出をされました財政シミュレ

ーションというのがございました。このシミュレーションは、旧３町村の平成６年から１

５年までの決算額をもとに平成１８年度以降の合併新町の財政状況の見込みを取りまとめ

たものでございまして、平成１８年から３７年までの２０年間のシミュレーションでござ

いました。 

 お尋ねの人件費の件でございますけれども、そのシミュレーションの根拠となった職員

数等については、その資料が明確になっておりませんで、手元にないわけですけれども、

人件費について比較をしてみますと、その合併協議会に示された見込みの金額より今まで

の決算額、それから今後の計画額、いずれも人件費の合計で申しますと２億円から３億円
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少ない形になっております。職員給でも毎年度１億円から２億円少ない見込みになってお

りまして、人件費に関しましては当時のシミュレーションよりも合併による削減効果が出

ているのではないかというふうに考えております。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） 答弁をいただきました。 

 また、この中期財政計画でも示された平成２６年度の組織機構の見直しについては思い

切った改革も必要であり、いつごろ概要が示され、議論されるのか、お聞きをいたしたい

と思います。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） お答えを申し上げます。 

 中期財政計画で示しております平成２６年度の計画でございます。この組織機構の見直

し関連につきましては、新庁舎等の完成時点をにらんだ本庁、あるいは両総合支所も含め

た組織の見直しでございます。以前から庁舎建設担当による各課の事務量などのヒアリン

グも経まして、平成２３年度に副課長級によるプロジェクトチームも立ち上げて検討を行

ってきたところでございます。 

 原案については既に作成をされておりますけれども、現在最終的な詰めを行っていると

ころでございまして、最終案が決定いたしましたら議会のほうへもお示しをして、意見も

伺いたいというふうに考えております。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） ありがとうございます。 

 こうした課題を解決するためには、四万十町の定員適正化計画を作成する計画の思いは

ないのかどうか。この点についてもお聞きをしてみたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） ただいまいろいろと課題をご指摘い

ただいたわけですけれども、それを解決するために四万十町の定員適正化計画、これを既

に作成をしておりますし、今後も見直しを行いながら順次作成していくと考えておりま

す。 

 まず、最初の適正化計画につきましては１８年度に作成をいたしまして、合併前の平成

１７年度から２２年度の５年間を計画期間としておりまして、事務事業の見直し、それか

ら組織機構の見直し、アウトソーシングの推進、そういったようなことで、５年間で４５
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人の職員数を削減する計画をつくっておりました。結果、２２年４月１日現在の実績では

４２人の減ということになりまして、概ね計画に沿った職員数となったところでございま

す。 

 そして、二度目の定員適正化計画、これは２３年度に作成をしました。２３年度から２

８年度までの５年間を計画期間としておったところでございます。２８年４月１日の職員

数を合併前の平成１７年４月１日の職員数と比べて７４人減とする計画を立てておりま

す。 

 現在の計画は先ほど申しましたが、新庁舎建設等による組織機構の見直し案をもとに、

従来の適正化計画の考え方、事務事業の見直しでありますとか、組織機構の見直し、アウ

トソーシングの推進、そういった考え方も踏襲した計画となっておりますけれども、今後

さまざまな変化も起こってくると考えますし、住民福祉にとって最善の行政運営が行える

ような定員適正化計画、定員適正化といったものを図っていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） 答弁をいただきました。 

 次に、また先の３月議会で提案のあった第２次四万十町行財政改革大綱でも重点項目

で、健全な財政の確保を図るため、行政組織を集約し、職員数の削減や定員適正化を進め

ることになっていますが、具体的な実施計画をお示しいただきたいと、このように思いま

す。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） ただいま議員さんのほうからご指摘

のありました行政改革大綱の重点項目として取り上げております行政組織を集約し、職員

数の削減や定員適正化を進める。この計画につきましては、まさに先ほど申し上げました

第２期の四万十町定員適正化計画を基本としたものでございます。 

 先ほども申しましたけれども、新庁舎建設等によりまして組織機構の見直しを始め、引

き続き業務の民間委託等、事務の効率化などに取り組んでいきたいと思っております。 

 先ほども申しましたけれども、２８年度の、２８年４月１日に合併前と比べて７４人の

職員を、職員数としては削減するという計画のもとに取り組んでいきたいというふうに思

っております。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 
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○１６番（森健吉君） 続いて、職員の削減数や経費の削減効果についてお聞きをしてみ

たいと思います。 

 この点については広報等々で住民に本当にわかりやすい形で、こういったことを示すべ

きではないかというように思うわけでありますが、いかがでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） お答え申し上げます。 

 おっしゃられました住民にわかりやすい形で示すべきではないかということは大変大切

なことであるというふうに考えております。 

 現在、四万十町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例というのがございまして、

それに基づきまして毎年度広報誌のほうで２回、職員数でありますとか職員の給与の状

況、それから勤務時間とか勤務条件、そういったものを公表しております。そして、ホー

ムページのほうでも全国統一の様式によりまして、給与・定員管理等について公表は行っ

ているところでございます。 

 けれども、例えば５月に議会だよりに掲載されました、「ありゃどうなっちゅうぜよ」

というコーナーで職員数の推移が紹介されたわけですけれども、こういったような形で数

年間職員数の推移といったものを公表、そういった形の公表は今までしておらなかったわ

けでして、それこそ住民の方にわかりやすい形でいろいろとお知らせをしていくべきであ

るというふうに思いますんで、公表の仕方もわかりやすいように工夫をして、今後対応し

ていきたいというふうに思っております。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） それぞれ合併については説明をいただいているところでございま

すが、次に合併後１０年間は合併しなかった場合の普通交付税、旧３町村それぞれ算定額

を算定するいわゆる合併算定替や、さらにその後５か年度はこの増額分が段階的に縮減さ

れ、一本算定が行われ、最初にも申し上げたように、１０億円の交付税が削減されると思

います。当然歳出もそれ以上削減が求められます。 

 ここで質問に入りますが、行政改革大綱の確実な実施や定員適正化計画の策定・実施や

事務事業の見直しなどにより、合併によるさらなる経費の削減を実施していただきたい。

この件につては町長の決意をお願いいたしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 議員さんご指摘のとおり、合併後１０年を経過いたしますと、合
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併による国の財政支援、普通交付税等、そういったものを始めとする財政支援も段階的に

縮減をされてまいります。合併以降四万十町にとりましては、財政状況は好転を継続して

きたところでございますが、あくまでも合併によります財政支援をもとに計画的な行政推

進、それを実施してきた、その結果であろうというふうには思っております。 

 平成２８年度以降段階的に縮減をされます普通交付税につきまして、ご指摘のとおりで

ございまして、２８年度以降は何もしなければ毎年収支不足が非常に厳しくなってくる。

それも予想もされております。この収支不足を解消するためにも将来を見据えた行財政改

革が必要ということで、今回その計画を樹立したところであります。 

 また、この将来を見据えて、これまでも積極的に基金等の積み立ても行ってきたところ

でございますが、根本的には行政のスリム化といった視点も必要でありまして、先ほど来

より総務課長が申し上げております定員の適正化計画の実施、あるいは事務事業の見直し

による経費の削減、そういったものも実施をしてまいります。四万十町の将来像でありま

す、「山・川・海 自然が 人が元気なまちづくり」、それに、その実現に向けまして、

今後も健全財政を維持しながら、積極的にまちづくりも推進をしていく覚悟でございま

す。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） 健全財政にぜひとも努めていただきたい。そして、この合併効果

を町長、先頭に立って上げていただきたい。そのことを申し添えて、この合併問題につい

てはこの辺で終わりたいと思います。 

 続いて最後になりますけれども、町税と国民健康保険税の件についてお伺いをいたした

いと思います。 

 これは合併以前、旧町村でもこの税の納入については大変な難しい問題があるわけでご

ざいまして、しかしながら税の納入は国民の義務であると私は考えております。その中

で、租税債権管理機構の依頼の実施について、まずお伺いをいたしてみたいと思います

が、どの程度の実績が上がっているのかどうか、具体的な説明をいただきたいと思いま

す。 

○議長（宮地章一君） 税務課長敷地敬介君。 

○税務課長（敷地敬介君） 租税債権管理機構の実績についてお答えしたいと思います。 

 租税債権管理機構、まず徴収の依頼の実績なんですが、四万十町になった平成１８年度

からですが、人数で毎年度約１００人前後、税額で４，５００万から５，０００万ぐらい
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を毎年度依頼しております。 

 平成２４年度ですが、今年度につきましては１０５人、約５，０２０万円を依頼してお

ります。このうち機構の、実際四万十町分の徴収した実績でございます。これは平成１８

年度から一番低い年度で約３７％、高い年度で約４９％の割合になっております。これ、

移管金額の税額の徴収額の割合です。 

 あと最後、２３年度見込みになりますが、２３年度見込みでは約４３％となっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） はい、説明をいただきました。 

 続いての質問ですが、この事業の内容、目的、必要性、この管理機構に対する負担金の

割合、こういった点についてお聞きを加えてしてみたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（宮地章一君） 税務課長敷地敬介君。 

○税務課長（敷地敬介君） この租税債権管理機構ですが、各市町村とも滞納額の増加に

悩んでおりまして、滞納額の解消と職員能力の向上を目指して、専門的に効率的な徴収を

行うということで、平成１６年に現在の須崎市、四万十町、中土佐町、津野町、梼原町の

５市町村により設置されております。あと、５市町のほか佐川町、越知町が委託契約によ

り参加をしております。 

 機構のほうでは各市町村より移管を受けた対象者に対して徴収を行っておりまして、各

市町村は長期滞納、高額滞納といったようなケースを移管しております。 

 機構全体での引き受け移管者なんですが、大体年間５００人をめどに機構で引き受け

て、滞納の解消に機構で努めているという状況です。 

 この機構を設置したことによる効果といいますか、今までの実績なんですが、このこと

によりまして滞納額の減少、あと、滞納者の納税意識の向上、あと、そこに派遣された各

市町村の職員の意識改革とか能力のレベルアップというとこが大きな効果が出ておりま

す。 

 また、機構への負担金なんですが、基本的には徴収額の１０％という徴収割額、これと

１人当たり１０万１，０００円という人数割、これの合計額が負担金額となっておりまし

て、四万十町では平成２３年度負担金で１，２９０万となっております。 
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 以上です。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） 説明をいただきました。 

 続いての質問に移りたいと思いますが、いわゆる租税債権管理機構に委託する基準です

よね。基準と徴収できなかった税はどうなるのかについて質問してみたいと思います。こ

れは、不納欠損額で処理をされるのかどうかも含めて回答をいただきたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 税務課長敷地敬介君。 

○税務課長（敷地敬介君） まず最初に、機構に委託する基準ですが、先ほど申し上げま

したが長期滞納の方、また、あと高額滞納の方、この人を原則にしておりまして、あと誰

にするかというのは機構と町の要望との間で協議になります。 

 また、機構へ移管した方につきまして、徴収できなかった税がどうなるかということな

んですが、基本的には１年単位で移管をしておりまして、徴収がその年度で完納すれば、

当然もう移管は翌年度はないということになります。ただ、徴収できない、半分ぐらい残

っているというケースなんかでは翌年度に継続してまた移管ということになります。 

 あともう一点、機構のほうで徴収を行うわけなんですが、移管された方が、徴収が最終

的にできないという判断、機構がした場合には、未納金額があっても町のほうへは返還さ

れてきまして、先ほど不納欠損と言われましたが、滞納処分の停止という措置を町のほう

で行っております。それで３年間経過して特に状況が変わらなければ、その時点で不納欠

損処分ということになります。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） それぞれ答弁をいただきました。 

 続いての質問でございますが、費用対効果はもちろん上がっていると私は思っておりま

すが、その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 税務課長敷地敬介君。 

○税務課長（敷地敬介君） 費用対効果につきまして、まずその金額だけで言いますと、

これまでの実績で毎年度移管金額の、先ほど言いましたが、４割から５割近い金額が実際

に徴収されております。金額にしまして約２，０００万から２，５００万という金額が徴

収されておりまして、この分では大きく徴収額のアップにはつながっております。 

 ただ、先ほど言いましたように負担金のほうもそれなりに要りまして、大体見てみます

と、徴収金額の半額ぐらいがやはり負担金にはなっておりますので、差し引いた額が徴収
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の金額面で言う効果というところです。 

 あと、職員を機構のほうへ四万十町も派遣しているわけなんですが、この職員分の給与

につきましては機構のほうが見てくれるというところで、職員の研修は町が給与を払わな

くても機構のほうで見てくれるという、この分もある程度金額面では優遇されているとは

考えております。 

 ただ金額面じゃなしに、一番大きな効果と思っておりますのは、移管された方で、機構

のほうで完納して町へ戻ってこられる方。この方なんかも毎年度税はかかりますので、新

しい税について自主納付するという、納税意識が芽生えてきているケースが多々ありま

す。これは大きな効果じゃないかと考えております。 

 それと、もう一点、機構へ派遣された職員の能力が向上した、意識が変わったいうの、

これも大きな効果と思っております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） もう余り時間がありませんので、もう一点だけお聞きをして、こ

の税問題については終わりたいというように思っております。 

 平成２２年度の決算において、町民税と国保税の累計、滞納額がもちろんあろうかと思

います。２３年度もわかっておれば概要説明で構いませんので、この点について最後にお

聞きをしてみたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 税務課長敷地敬介君。 

○税務課長（敷地敬介君） 平成２２年度決算における未納額になりますが、町税１億

２，７９４万１，１２６円、国保税におきましては７，９８４万５，５１７円となってお

りまして、両税合わせますと２億７７８万６，６４３円となっております。ただ、これ、

平成２３年度決算見込みになりますが、ここで見てみますと、町税におきましては９，９

４４万７，４７６円、国保税が６，６８２万４，５９１円となっておりまして、合わせて

１億６，６２７万２，０６７円と、昨年度から言いますとかなり滞納税額は解消されてき

ております。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 

○１６番（森健吉君） それぞれ税についても詳細な答弁をいただきました。 

 本当に努力をして滞納しないように完納される方と、それと滞納者の差額いうか、その

部分についてははかり知れないものがあろうかというように思うがです。ぜひともこれ
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は、口でしゃべることは簡単なことかもしれませんけれど、内容については、税、いわゆ

るお金を集めることにおいては大変な苦労を要するわけでありまして、どうか今後ともこ

の滞納者については最大限行政も目配り・気配りをしていただいて、いわゆる完納者との

差が縮まるように、開かないように、ひとつ努力を重ねていただきたい。そのことを強く

お願いをして、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（宮地章一君） これで１６番森健吉君の一般質問を終わります。 

 ただいまから暫時休憩します。 

            午後３時０８分 休憩 

            午後３時２４分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ７番山上利嗣君の一般質問を許可します。 

 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 議長の許可をいただきましたので、今から一般質問をさせてもら

います。 

 私は今回、大枠で２件通告をしておりまして、１件は数神・奈路の町有地の土地の管理

についてでございます。 

 まず、細かい質問を行く前に町長にちょっと確認をしたいことがあります。 

 それは、先ほど林健三議員から「この遠山地区は遊びゆう」と、それで「クラインガル

テン等に使うたらどうじゃろう」という話があったことで、別に林健三さんをどうこう言

うわけじゃのうて、この農林業の詳しい人があこを遊びゆうというふうに感じるというこ

とは、一般の人から見てもどんな管理をしゆうか、どんなになっちゅうか、全く遊びゆう

ように見えるんじゃないかと、このような気がいたしまして、まず冒頭に、これを買った

ときの初期の目的、その他、その後についての維持管理を町として、後で細かく聞きます

が、町長として、きちっとどういうふうに管理をしているのかをまずお聞きをしてから、

１点１点聞いていきます。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 数神・奈路地区の町有地については、あそこが希少植物の群生

地、それを保存するということと、それともう一つは企業誘致として町が購入をしたもの

でございまして、その目的には何ら変わるところはありませんし、その維持管理につきま

しては後で議員さんのほうからいろいろと質問があろうかと思いますが、そのときにお答
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えをさせていただくとしまして、有効的に現在のところ維持管理を行っているところでご

ざいます。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） それでは、１点１点、まず数神の土地について入っていきたいと

思います。 

 地元の方々からよく聞くのは、現在この町有地を利用して野菜等を栽培している方々の

ことや絶滅危惧種の植物の管理や、また、奈路側の山林・土地の使用方法についてであり

ます。このことについては、町との使用計画の内容についてお聞きをしていきますが、こ

の土地の使用者の方々は、数神の住民の方々とも余り面識がなく、「どこの方かもわから

ないが、町とどのような契約を結び土地の利用をしているのかよくわからない」というふ

うに言っています。 

 先ほどの林議員の質問にもあったように、ぱっと見たら「あの土地は遊ばしやせんか

え」と、このような町民からの指摘もあろうかと思います。その点についてお聞きをいた

します。 

 まず、この土地の貸借契約は賃貸契約なのか使用契約なのか。さらに、使用期間はどの

ようになっているのか、まず、お聞きをいたします。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） それではお答えをいたします。 

 まず、数神側の２ｈａの企業用地につきましては、雑草対策も兼ねまして輪作のできる

作目、カボチャ、タマネギ、小麦の栽培実証場として、企業組合四万十、高南地域営農協

議会に貸し付けを行っております。 

 残りの１２ｈａにつきましては、自然公園と農林業振興等の実践農園や、その他企業用

地などに利活用を検討しております用地の契約については、１つは環境省の絶滅危惧種の

自生地となっておりますので、遠山を守る会にお願いをしておりますし、奈路の山側につ

いては朝霧森林倶楽部のほうでお願いをしております。 

 その中で、土地の契約内容ですけれども、契約を結んでいる４団体のうちの朝霧森林倶

楽部、企業組合四万十、高南地域営農協議会は土地無償貸借契約となっております。貸付

期間は１年です。また、町内のボランティア団体である遠山を守る会とは町有地管理委託

契約を結んでおりまして、委託契約期間は１年となっております。 

 以上です。 
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○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） さっきの答弁で、賃借か普通の貸し付けかという質問したと思う

んですが、あとの方は、これも貸借だけですか。 

○議長（宮地章一君） 無償かどうかです。 

 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） 遠山を守る会につきましても、無料の委託契約を結んで

おります。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） さらに、すごい広い土地であります。使用期間中に周囲の雑草や

ら雑木等の保全対策、刈やけを含めた保全対策は町との協定ができているのか。また、今

の貸借関係の団体がすべて保全管理をしてくれているのか。その点について詳しくお聞き

をしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをいたします。 

 保全管理の協定につきましては、朝霧森林倶楽部、企業組合四万十、高南地域営農協議

会とは土地無償貸借契約の中にうたい込んでおります。 

 保全管理については、無償でお願いをしております。 

 また、町有地管理委託契約を結んでおります遠山を守る会も、町有地内の清掃保全・再

生活動等を含めまして、委託料は無料のボランティアでやっていただいております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 次に町との正式契約については、最初に契約者との話を決めると

きに、公募等の手続によって正式に契約になっているのか。また、公募であれば、その公

募の内容について詳しくお聞きをいたします。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをいたします。 

 ４団体とも正式な契約を結んでおりますけれども、公募では行っておりません。 

 以上です。 

（７番山上利嗣君「公募ではないということやね」と呼ぶ） 

（商工観光課長宮地正人君「はい」と呼ぶ） 
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○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） さらに、公募でない場合は、相手方との契約するときに、どのよ

うな基準で契約者の選定、採択をしているのか、詳しくお聞きをいたします。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをいたします。 

 用地の保全管理をお願いしておりまして、公募での基準はありませんけれども、輪作の

できる作物のデータを依頼していることや、希少植物等の保全・再生活動での取組であり

まして、無償、無料のボランティアで契約していただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） それに関連して、その場合にはどのようにして相手を選択してい

くんですか。無償ということはわかりました。いろんな契約がわかりましたけど、その相

手を見つけるのに、公募ではありませんから、町のほうか誰かがやっぱり選定をしないと

話にならないと思いますけれども、その辺はどのようになっていますか。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） 先ほどからご説明しておりますけれども、希少植物の保

全等をやっている専門のボランティア団体というところでは、四万十町で言いますと遠山

を守る会しかございませんし、企業誘致の２ｈａの土地につきましての選定につきまして

も、実証圃場ということでのデータどりも含めてやっていただいている団体にお願いして

いるところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 言うことはわかりますけれども、実際向こうから手を挙げて、私

のところで管理をさせてくださいということで来るのか、こちらから、町役場のほうが行

って、すまんけど、あこを管理してくれんかよと、どっちなのかいうことを聞いているん

です。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） ２ｈａの企業誘致のところにつきましては、実証圃場と

いうことで農林水産課から推薦を受けてやっております。また、遠山を守る会につきまし

ては、そういった自然団体はそこしかございませんでしたので、そこを選定させていただ
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きました。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） まあわかったとします。 

 貸借契約の内容について公募でないとすれば、先ほど、今課長のほうからこういうこう

いう団体はこういうことで契約の相手にしたということをお聞きしましたけれども、町長

はこの契約に関しての協議、その相手が果たしてええかどうかという協議とか、貸借の確

認を承知しているのか。最初からやっぱりここしかないなというふうに承知をしているの

かどうか、その辺についてお聞きをいたします。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） この土地については非常に竹が多いとか、あるいは雑草の処分、

そういったもんについては行政がやるよりも、そういった団体があれば、そこに無償でお

願いをして管理をしていただくというのが最善の方法でありまして、この選定については

当然私のほうに相談があって、それは良かろうよということで決定をしておりますし、回

議書が回ってきて、それで決裁を押して、それで実施をするという手続も踏んでおりま

す。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 町長がそこまで確認をしておれば特に問題はないと思いますけれ

ども、一言言いたいのは、先ほど冒頭悪かったけれども、町長にああいう発言をさせまし

たけれども、本当に地元の人がこういう団体が来ている、こういう内容の人が来ているか

らこうだというのがわからないんですよね。それで、だからか、ほかから見た遊びゆうよ

うな土地に見えると、このようなことになってるじゃないかと。当初の前田町長、それか

ら髙瀬副町長が購入した当時の原点を守って維持管理をしていただきたいと。その点はお

願いをしておきたいと思います。 

 先日の本会議の場で、名前は言いませんけれども、同僚議員が絶滅危惧種の植物の保護

への取組、成果について非常にいい評価をしてくれたり、また、そのときに周辺の整備、

公園化まで言ったかどうかわかりませんけれども、そのような将来計画について質問をし

てたと思いますけれども、今後町長として、この絶滅危惧種をずっと増やしていく上にお

いて、公園化等への構想に向け取り組む予定があるのかどうか。その辺を、町長の考えを

お聞かせ願いたいと思います。 
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 絶滅危惧種が本当にすばらしいもので、広がっていきゆうということは地元の私もよう

わかります。それをもっともっとやって、よそから人が来てもらうには、もうちょっと整

備をしないといけないんじゃないかなと思いますけれども、お金も要ることですが、町長

のお考えを聞きたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 数神・奈路・遠山の土地については１２ｈａあるわけでございま

すが、そのうち湿地帯等で環境省が絶滅危惧種、いわゆるレッドデータですか、そういっ

たものにしている貴重な植物の自生地となっている場所については、今後もその自生地の

保全を守りながら公園にしていきたいと思っております。 

 環境に優しい町四万十町ということでございますので、その本町としましても自然保護

団体、あるいは町内のボランティアの組織、そういったものと連携をしながら幅広い利活

用、自然公園、あるいは農林業振興のための実践農園とか、そういった幅広い利活用を行

っていきたいというふうに思っております。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 町長の心強い答弁をいただきました。ぜひともこれは後ろへバッ

クしないように、前向いて進んでいってもらいたいと思います。 

 次に、この数神の土地の一角は購入のときに、企業誘致用に取得をしたと思いますけれ

ども、その土地の現在の管理状況。先ほど聞きますと、菜っぱを植えて管理をしていると

いうのは聞きましたけれども、後の答弁にもかかわってきますので、その辺について、管

理状況が長期になっているのか、本当に即やめてもらう形でいいのかどうか。その辺も聞

かせてもらいたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをいたします。 

 現在の管理状況ですけれども、雑草対策も兼ねまして輪作のできる作目、カボチャと小

麦の実証栽培場として利用していただいております。 

 なお、その土地が即、もし企業誘致が決まったというような形も考慮されますので、そ

れは契約書の中で契約が解除できるような対策はとっております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） ぜひともそのように管理をしてもらいたいと思いますけれども。
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 借地によって野菜栽培が行われているとお聞きをしましたけれども、この土地はいつ企

業が本町に進出を求めてきても、即受け入れができるような貸出制度があり、また、受け

入れができるような給排水等や、また、周囲のインフラ等の整備をしておく必要があるの

ではないかと。企業が手を挙げた時点で、「まだ今からこの山を壊さないかん」言いよっ

ては間に合わん、ほかにとられると、そういうふうなことに思うんですが、この点につい

てどのように考えているのか、お聞きします。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをいたします。 

 インフラということでございますけれども、インフラ等の整備対策につきましては、企

業誘致の話が進んでいきますと、候補地の土地を貸借するのか、売買するのか、いろんな

話が進んでまいります。そういった時期から進出してくる企業の業種、事業内容も見きわ

めた上で誘致企業とも協議を行いながら、それに合ったインフラ整備等に取り組みたいと

考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） その点については間に合わんことにならんように、それやったら

企業が「ほかの土地へ行きます」と言うて行かれたらどうしようもないきよね、その点い

つでも受け入れができるような体制づくりを、ひとつ準備をしてもらいたいということで

ございます。 

 地元の方々にも、雇用の場づくりのために、数神の道の上の高いほうの土地を町が企業

誘致候補として位置づけているということを全く知らない方々もいるようでございます。

もう少し普段から啓蒙していくことが重要ではないかと思いますけれども、その点につい

て。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） 啓蒙についてのご指摘、ありがとうございます。 

 看板等での啓蒙も含めまして検討していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 次に、私はこれまで一貫して地元の雇用確保のために、企業誘致に関しての質問を行っ

- 75 - 



てまいりました。雇用促進のために何度か町長に対しても、専門の雇用促進の政策監を設

置してほしいと要請をしてまいりました。専門の政策監は設置はされませんでした。 

 しかしながら情報によると、四万十町への企業進出の意向を持っている事業体があるよ

うにお聞きをいたします。企業誘致のトップセールスマンとしての、昨年の３月以降の企

業誘致についての推移と、進出希望企業についての町長の現状認識と将来展望をお聞きし

たいと思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 残念ながら３月以降、四万十町に対してそういった企業進出の具

体的な話は来ておりません。 

 ただ、県のほうでは、県との人脈を持つ企業、そういったところ、あるいは大手の企業

に対して企業進出に対するアンケートの調査も行っておるようでございますし、また、４

月には県の企業立地課が訪れまして、この数神・奈路の土地についても写真とか図面をと

って帰っております。 

 そういったアンケートを行った企業との条件等が折り合えば、四万十町のほうも紹介を

していただけるということでございますし、四万十町にとりましては、本年度高速道路が

延伸をしてまいりますので、さらに大きなメリット、弾みがつくのではないかなというふ

うに期待もいたしております。 

 が、私といたしますれば、そういった企業進出をしてもいいよという企業に対してのア

ンテナは張っているつもりでございますが、こういった日本の経済情勢ですので、なかな

か難しい面はございます。しかし、県人会等いろいろやられているわけでございまして、

そのほうにも積極的に出かけていって四万十町のＰＲも行って、高速道路が抜けるという

ような宣伝も行っております。そういった活動の中で、少しでも有望な話があれば、すぐ

行動に移して、何とか企業進出を図ってまいりたいというふうにも思っております。 

 また、１つは外部からの企業誘致ということも当然行っていかなければなりませんが、

内発的な企業起こし、そこが非常に重要な部分であろうというふうに思っております。四

万十町におきましても非常に頑張っておられる企業もございますし、また、規模拡大を図

っていきたいというふうに願っておる事業、事業体、いろんな福祉とか医療の分野もござ

いますが、そういった話もございます。そういったところについても当然雇用が生まれて

まいりますので、町としても十分な支援を行っていきながら雇用の確保、そういったもの

に向けて精いっぱい取り組んでまいりたいと思っております。 
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○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） どうもありがとうございました。 

 ぜひとも今までのトップセールスの成果を活かしてもらって、最初の企業立地ができる

ことを本当に楽しみにして待っていたいと思います。 

 そして、冒頭に申しました、あこの土地は遊んでないんだと、初期の目的に従って、

粛々とそれぞれの目的に進んでいるんだということをよろしくご認識をお願いしたいと思

います。 

 それでは２点目、観光産業ですけれども、滞在型観光について質問いたします。 

 好評の海洋堂フィギュア館のオープン以来、現在までの入場者数と今後オープン予定の

海洋堂経営のかっぱ館への入場数見込みについてお聞きをいたします。先ほど堀本議員が

同じような質問したかと思いますけれども、ひとつよろしくお願いいたします。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをいたします。 

 ６月１０日現在までの海洋堂ホビー館四万十の入場者数は、９万１，５７６人です。 

 また、７月７日オープン予定の海洋堂かっぱ館の今年度入場者は８万人を見込んでいる

そうですけれども、ホビー館とかっぱ館の相乗効果によりまして、見込み数以上の来場者

が来ると期待をしております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 非常に心強い答弁でございましたが、ぜひとも期待をしたいと思

います。 

 次に高速道路がもう開通しますけれども、高速道路の開通によって四万十町各地へ観光

客の予定数の見込み、これについてはどのように考えているのか、また、できれば各拠点

別に見込み数をお願いいたしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） 高速道路の開通に伴う観光客の見込み数についてお答え

をします。 

 昨年度の四万十町主要観光施設等への全体の見込み数については、約８５万人でした。

拠点といいますか、地区別で言いますと、窪川地域で５７万人、大正・十和地域で２７万

人となっております。 
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 本年度はいよいよ高速道路の開通になりまして、県内外からたくさんの観光客の皆さん

に来ていただけると期待しておりまして、四万十町への全体の入り込み客数は１００万人

以上を目指していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 少し大風呂敷のような気がしますけども、まあ期待をしておりま

すが、この観光客が来町したときの町内への経済効果、これはどの程度になると見込んじ

ゅうのか。そして、その効果は、課長が観光課として考えて多いと思うのか少ないと思う

のか、その観光客の経済効果がですね、それをちょっとお聞きします。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） お答えをします。 

 昨年はホビー館のオープンに伴いまして、町内３か所の道の駅や国道沿いの立ち寄り施

設には経済効果が見られました。高速道路の延伸については、昨年以上の経済効果が見ら

れると思います。 

 本年３月に開通しました宇和島市の三間町の道の駅に問い合わせをしましたところ、現

在６月の売り上げ、入り込み客数ともに昨年の２５０％から３００％アップということで

お聞きをしております。また、宇和島市の他の施設におきましても、温泉施設で２割から

３割の増、きさいや広場においても１５％の増ということでした。 

 以上のことから推測しますと、道の駅あぐりにおいてはかなりの入り込み客の増加が予

想できますし、他の町内観光拠点施設においても２割程度の入り込み客数の増が期待でき

るのではないかと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 今度高速道路が開通して、観光客数の経済効果、すごい今数字が

出ましたけれども、現実問題、それは考えて予定よりも多いのか少ないのか、その辺はど

う考えるか。意外と大きいと思うのか、もうちょっと足りんねやと思うのか、その辺はど

うですか。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） 先ほど２３年度の目標を８５万人と言いましたけれど

も、今年につきましては、先ほどの三間の現状から言いますと、１．２を掛けますと約１
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００万人に近い形になると思いますし、かっぱ館もできます。そういった形の中で１００

万人という言葉は多い数字ではないと考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 今もそうですけども、観光客が来る、来て通過してしまったら意

味はないんですよね。やっぱり町長の言う滞在型観光にせないかん。 

 そのためには、滞在型にするのにどういうことが、これが通過でずっと、今言う何万人

の人が通過になってしまったら、四万十町として何が足りないのか。さらに、どのような

取組をしていけば滞在効果が生まれてくるか。十万人以上つらつらつらっと四万十町を出

てしまったら何もならないと。それに対してどういう政策を考えているのか。現在取組中

のものも含めてちょっとお願いいたします。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） 先ほどご答弁、ご質問でされましたように、ただ通過さ

れるだけではいけないと考えてます。 

 今までの本町での観光につきましては、四万十川という最大の資源とともに、山、海の

豊かな自然や豊富な地域資源を題材として観光産業、観光客の誘致に取り組んできました

けれども、観光先での滞在時間はやはり数十分程度で、いわゆる通過型の傾向、ホビー館

もやはり１時間ぐらいで帰られるというような状況にもなっておりましたけれども、新た

なフィギュアというものづくりの原点、海洋堂ホビー館を建設したことによりまして、こ

の施設を情報発信の起点としながら四万十町を見て、食べて、体験しながら遊んでいただ

く観光施設の整備や観光マップの作成、ホビー館活性化計画と、山・川・海 四万十町の

既存観光施設を点で結びまして、うまくリンクさせていくための実効性のある四万十町の

観光計画を策定しまして、町内全体の観光施設や商店街の活性化につなげていきたい。そ

して、観光ガイドの育成や顧客のニーズに合った宿泊施設の誘致にも努めまして、交流人

口の拡大、収入につながる滞在型観光へと取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） ちょっと多過ぎるメニューやね。これを実現するいうたら相当年

月もかかるし、難しいじゃないろうかと。 

 今年以降には高速道も開通しますけれども、やはりいろんなメニューが今上がりました
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が、四万十町内によそから来て、もっと心を打つ何かそういうものを、単なる開発を増や

す、何を増やす、プールを増やすやなくて、もう少し人間の心打つ何かを見出して、四万

十町内の中の特にメニュー、あれは四万十川だと思います。 

 橋本議員が現在四万十川の再生の大きなプロジェクトの委員長で頑張っておりますけれ

ども、その非常にすばらしい、前を通るだけですばらしい四万十川や、四万十の川を見た

だけで泊まっていくというにはもっともっと時間がかかると思うんですよ。やっぱりそれ

までのつなぎとして、その滞在型へ持っていくには、先ほど課長が言ったそういうメニュ

ーもさることながら、観光客が一度来たらもう二度と来ないと、このような観光地にして

しまったらもう二度と来ないでしょう。 

 それで、滞在型観光にはならない。もう少し四万十川を利用して、例えば四万十川のア

ユももっともっと全国の人に楽しんでもらえるような、釣り客がずんっと引いてもろうて

うれしくなるような、そういうことも含めて、もっともっと四万十川のこの遊び、このこ

とでもう一泊泊まろうよ。それから、泊まった子どもさんが一緒にもう一泊泊まろうよ

と、このようなことをしなかったら、文章に書いただけのやっぱり滞在型になるんじゃな

いかと。その辺は自分も小さい案がありませんので、提案ですが、やはり全町民が、それ

から、橋本議員とも話をしましたけれども、すごい四万十川をきれいにするのに、すごい

自分たちの発想にないようなすばらしい発想を持って四万十川をきれいにしてくれている

と。だからそれに続いて、やっぱり絵をかいただけじゃない、もう少し心を打つ何かをお

互いで決めていかないかんじゃないかなと、このように思っております。 

 ぜひともこれから、今の課長のいっぱい出してもらったものを一つ一つ現実のものにし

て、しかし、その中では１つやったけれども、これは失敗じゃったいうものもあると思う

んですよね。そういうのを早くリフォームしながら、本当に心を打つ四万十川にしてもら

って、滞在型観光を目指してもらいたいと。 

 それから最後のほうになりますけど、滞在型観光を早期に実現するためには、宿泊施設

がないというのも１つはあります。それで、早くやるには、町内の旅館やホテル等の活用

をすることも１つの方法だと思います。この点についてはどのように考えているのか、お

聞きをします。これは泊まるだけではなくて、お料理も含めて、やっぱり四万十川に現在

あるものをもう少しリニューアルして頑張れるようなホテルには、旅館にはならんかなと

いう提案でございますけど。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 
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○町長（髙瀬満伸君） 先ほど課長のほうから申し上げましたけれども、いろんな観光を

目指す方向性はあろうかというふうに思いますが、私はやはり観光の基本というのはもて

なしの心ではないかな。それには、やはりそこに住む人柄、そういったものに触れて感動

すれば必ずリピーターになって、また帰ってくるというふうに思っております。 

 先日、地域おこし協力隊員の募集の選考がありまして、そこに来た１人の方の話ですけ

れども、この四万十川流域へずっと来て、十和のほうへ行って、十和の道の駅で、そこで

働いているおばちゃんと話をしたときに、非常に素朴さにひかれて、私はここでこのよう

なおばあちゃんになりたいというふうに思ったというような、非常に感動したいう話もご

ざいましたけれども、やはり旅というのは人と人との触れ合い、そこが原点ではないかな

というふうに思っております。 

 そういったこともございますし、それから四万十町にとっては非常に大きな魅力は、い

ろいろ自然豊かなところもありますけれども、食の豊かさ、そこをＰＲしていけば必ずリ

ピーターとしておいでていただくというふうにも思っております。そういった人とのつな

がり、また、食を活かした観光づくりというものもございます。 

 それと、前段からずっと課長が申し上げておりますとおり、いろんな観光資源もありま

す。そういったものをやはりパックにして、パック型の観光という、これから取組が必要

になるのではないかなと思っております。 

 一斗俵の沈下橋、それから岩本寺、そして、ずっと下っていってホビー館、かっぱ館、

また大正の焼酎銀行、そして、十和の道の駅、川船下り、そういったものを１つのパック

にして、１日をゆっくり過ごしていただくと。そして、最後はどこで泊まるか、必ず町内

で泊まってもらわなければなりませんが、宿泊をしていただいて、おいしいものを食べて

帰っていただくと。そういったパック型の観光をこれからつくり上げていく必要があろう

と思います。 

 それと、今、高幡広域のほうで動きが出ておりますけれども、やはり広域型の観光とい

うものも当然必要になってきます。２泊３日ぐらいの行程で梼原町から、例えば梼原町が

今非常に環境に取り組んでおりますけれども、環境先進として、環境学習を梼原で行っ

て、それから津野町、中土佐町、それと四万十町をめぐっていくというような広域の観光

の取組も始まっております。 

 そして、広域観光の面から見れば、愛媛県の鬼北町・松野町、そこも三間の道の駅の高

速効果を活かして、四万十町とタイアップをして広域観光に取り組んでいきたいという積
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極的なお話も来ておりますし、いろんな取組の中で滞在型の観光は目指していけるのでは

ないかなと思っております。 

 四万十町とすれば、即対応できるのはパック型の観光でございますので、それについて

は観光協会等とも連携もしながら早期にそういった体制づくりを進めてまいって、高速の

開通に備えていきたいというふうに思っております。 

 残念ながら、若い方々のアンケートをとってみますと、やはり四万十町に必要なもの、

今足りないものはホテルという話もございまして、また、商工会のほうからも「ビジネス

ホテルの早期の建設を」という強い要望もございます。町といたしましてもその方向性で

積極的な動きも行っております。今発表はできませんけれども、水面下での動きもござい

ます。残念ながら高速道路の開通までには間に合いませんけれども、なるべく早くそうい

った施設も整えて、四万十町でゆっくり滞在をして、遊んで食べて、いい思い出を残して

帰ってもらう。そんな観光戦略、それを、そのシステムづくりを早急につくり上げていか

なければならないというふうに思っております。 

○議長（宮地章一君） 山上利嗣君。 

○７番（山上利嗣君） 最後の質問は先に町長に答弁をされましたので、私の質問はこれ

で終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

○議長（宮地章一君） これで７番山上利嗣君の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

            午後４時０８分 閉会 

 

 

 

 

 

 


